










れは指導者と教会員を神が導いておられるからです。近

代における神の導 きは，１８２０年の早春に父なる神とイエ

ス・キリス トがジョセブ・スミスを訪れられたことに始まりま

した。しかしわたしたちは，神の霊感は末 日聖徒 でない

人々にも与えられると主張 します。大管長会は次のような

声明を出しています。「マホメットや孔子，宗教改革者な

ど世界の偉大な宗教指導者や，ソクラテス，プラトンなど

の哲学者たちは，神の光の幾分かを受けました。国々を
けいもう

啓蒙 し，個 々人 の理解 をより高い水準 に引 き上げるために，

倫理 的真 理が神か ら彼 らに与え られ ました。 ……わた した

ちは，神 がす べ ての人 に永 遠 の救 い に向か って歩 むに十

分 な知識 を授 けてこられた こと， またそれが今後 も続 くこ

とを信 じてい ます。」（“ＳｔａｔｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅＦｉｒｓｔＰｒｅｓｉｄｅｎｃシ

ｒｅｇａｒｄｉｎｇＧｏｄ’ｓＬｏｖｅｆｏｒＡｌｌＭａｎｋｉｎｄｙ１９７８年 ２月 １５日

付）

しかしなが らわた したちは，来 るべ き世 における救 いは，

末 日聖徒 イエス・キ リス ト教 会が教 えるイエス ・キリス トの

福音 を受 け入 れ ることにかか っている， と厳 粛 に宣言 する

ものです。救 いの一 要素 は個 人へ の啓示 です。 ジョセブ・

スミスはこのように語ってい ます。「だれも啓 示 を受けずに，

聖霊 を授 かることはで きない。聖霊 は啓 示者 であ られる。」

（研ｓ亡ｏｒｙｏｆ 亡ｈｅＣｈαｒｃｈ，第 ６巻 ，５８）

個人の啓示

按手 によって聖霊 の賜物を受けた末 日聖徒は，巨人ゴ

リアテのような人生の大問題か ら小 さな出来事に至るま

で，個人として霊感を受ける権利を与えられています。 も

しふさわしければ，わたしたちは自分 自身のために，また，

親として子 どもたちのために，会員として自らの召 しのた

めに，啓示 を受ける資格があります。しかしながら，ほか

の人々のために啓示を受ける権利は，わたしたち自身の管

理の職を超えて与えられることはありません。

エッサイの末子で，一介の羊飼いの少年にすぎなかった

ダビデは，自ら望んで巨人ゴリアテと戦いました。この恐

るべ き巨人は，ダビデやイスラエルの兵士たちを屈辱的な
ち ようろう

ののしりによって嘲弄 しましたが，ダビデは自分 にイスラ

エルを救 うようにとの霊感があったことを確信 していまし

た。サウル王はこの少年の信仰と決意に動かされ，ダビデ

にゴリアテと戦 うよう任 じました。ゴリアテは，まだ年若
ぐ ろ う

く何の武装 もしていないダビデを見て愚弄しました。それ

に対してダビデは， 自分は万軍の主，イスラエル軍の神の

名 によって立ち向か う，「この戦いは主の戦いで」あって，
やり

主は救いを施すのに剣や槍を用いられない，それを全会衆
ら

に知らせるのだと返答しました（サムエル上 １７：４７参照）。

ダビデが石投げ器を使って投げた石は，勢いよく飛んで，

ゴリアテの額に命中 して深 く突き入 り，ゴリアテは倒れま

した。死んだようになって地に倒れたゴリアテを見て，ペ

リシテ人は震え上がって逃げ出しました。

ダビテを導かれたこの生ける神 はどうなったので しょう

か。旧約聖書の預言者たちにあのように率直に語られた神

が，今 は口をつぐみ，黙して語 られないと決めてかかるの
ぼうとく

はこの上ない冒漬です。

どうなのでしょう。神は古代の預言者たちによって導か

れた民ほどわたしたちを愛しておられないのでしょうか。

わたしたちには神の導きや教えが必要ないのでしょうか。

そんなはずはありません。神はもう心に留めて くださらな

いのでしょうか。声を失われたのでしょうか。永久の休み

に入 られたのでしょうか。眠っておられるのでしょうか。

これらがどれも理に合わないことは明白です。

救い主はカペナウムの会堂で教えておられたときに，御

自身の神性についてはっきり告げられました。使徒ヨハネ

は次のように述べています。

「それ以来，多 くの弟子たちは去っていって，もはやイ

エスと行動を共にしなかった。

そこでイエスは十二弟子に言われた，『あなたがたも去ろ

うとするのか。』

シモン・ペテロが答 えた，『主よ，わたしたちは，だれの
ことば

ところに行 きましょう。永遠の命の言をもっているのはあ
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よっとして父が 話 しか けてい るのか と思い，振 り返 ってみ

ました。 しか し， 父 は農 場 のずっ と離 れた方 にい ました。

その辺 りには，だ れの姿 も見 えませ んで した。 そ の とき，

わた しは子 どもなが らに， 自分の 目には見 えないだれかが

いるのだ とい うことを理解 しました。 なぜ なら， わた しは

確か にその声 を聞いたか らです。それ以来 ，預言者 ジ ョセ

ブ・ス ミスの物語 を〔聞いたり〕読んだ りすると，声 を聞 くと

いうことが ， どうい うことか を理 解 してきました。 自分 自

身が 見 えない御 方の声 を聞いて いたか らです 。」（Ｄｆｖ加ｅ

Ｒｅｖｅｌａ亡ｆｏη ，Ｂｒｉｇｈａｍ Ｙｏｕｎｇ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｓｐｅｅｃｈｅｓ ｏｆ

ｔｈｅＹｅａｒ〔１９５２年 １０月 １５日〕５）

こんにち

今日の教会における啓示

個人の啓示 を受ける権利は教会の忠実な会員すべてに

与えられていますが，教会にかかわる啓示を受けるのは地

上でただ一人です。ウィルフォー ド・ウッドラフ大管 長

（１８０７－１８９８年）はこう語っています。「神の教会は啓示な

しでは１日２４時 間た りとも存続することができません。」

（Ｄｆｓｃｏαｒｓθｓｏｆ四７五）ｒｄ砺ｏｏｄｒロ窟 ６１）

ある会員は次のように書いています。「毎 日多 くの男女

が，神はこの福音と教会を回復されたという根本の真理を，

啓示によって理解するに至っている。

日々，中央，地方を問わず教会の指導者は啓示により

導かれ，全世界で教会の諸事をつかさどっている。

毎 日，末日聖徒の宣教師が啓示の霊に感じて証を述べ，

語るべきこと，なすべ きことを知 り，啓示の霊により教え

ている。
みむね

毎 日，教会の標準聖典の中で明らかにされた主の御旨
みこころ

と御心は，啓示の霊によって末日聖徒の心 を照 らしている。

毎 日，明 らかな啓示 によって信仰 は忠実な人々の心の

中で培われている。啓示 は，結婚や職業，家庭問題，事

業の運営，レッスンの準備などにおける決定，また危険を

あらかじめ察知することなど，実に生活のあらゆる面にお

いて与えられている。

すべての末 日聖徒 は， ジョセ ブ・フィールデ ィング ・スミ

ス大 管長 〔１８７６－１９７２年〕の次 の言葉が 真実 であることを

啓示 の霊 によって理解 できるであろう。
かしら かぎ

『主は今 日，教会の頭に立ち王国の鍵を持つ人々ばかり

ではなく，信仰の篤 ωすべ τの．々 こ霊感の霊 を与え｛５れ

る。』（ロイ・Ｗ ・ドクシー，砿ａｌｋ ｗｆ亡ｈ 亡ｈｅＬｏｒｄ〔１９７３年〕

１７３－１７４。強調部は原文のまま）」

現在のこの世の預言者はだれでしょうか。今 日，地上に

おける預言者は大管長として働いているゴードン・Ｂ・ヒン

グレーであることを証します。ヒンクレー大管長は，地上

における神の王国の鍵をすべて持っている人です。末 日

聖徒イエス・キリスト教会は，地上における神の教会です。

救いを得て神の前に住むには，主の教会で教えられている

とおりにイエス・キリストの完全な福音を受け入れることが

必要です。

この教会が １７０年以上にわたってこのように目覚ましく

発展 し，今もなお急速な発展を続けているのはなぜでしょ

うか。それは，神よりの啓示と霊感があるからです。

願わくは，わた したちが聖霊 を伴侶 として生活できま

すように。聖霊 は，全能の神の指示 を受けて，教会がさ

さやかに誕生 してか ら今 日の一大霊的勢力に育つ まで，

この民 と指導者 を導いてこられたか らです。□

ホームティーチャーへの提案

１．聖霊の種々のすばらしい賜物を享受する権利は，バ

プテスマの後すぐに全教会員に授けられる。

２．聖霊の賜物のおかげで，教会員は巨人「ゴリアテ」の

ような人生の大問題から小さな出来事に至るまで，個人と

して霊感を受けることができる。

３．聖霊から啓示や霊感を受けるための４つの指針 として

以下が挙げられる。 （１）誠実に真心から神の戒めを守ろう

と努める，（２）神からのメッセージを受ける者 として霊的に

整えておく，（３）謙遜で熱心な祈 りを通 して，神に尋ねる，

（４）揺るぎない信仰をもって答えを求める。
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「あなたがたがふさわしいと認められるように，死に至る

までもわた しの聖約の中にとどまるかどうか，あらゆる点

であなたがたを試 すことを，わたしは心の内に定めたから

である，と主は言う。

もしあなたがたがわた しの聖約の中にとどまらなけれ

ば，あなたがたはわたしにふさわしくないからである。」（教

義と聖約９８：１４－１５，強調付加）

犠牲の律法はわたしたちがほかの何 ものよりも主を愛し

ていることを主に証明する機会を与えてくれます。そのた

めに難しい事態を結果 として招 くことが時にはあります。

なぜならば，これは「とこしえにいつまでも神 とそのキリス

トの前に住む」日の栄えの王国にわたしたちを備える，完

成への過程だからです（教義と聖約７６：６２）。

次に，エズラ・タフト・ベンソン大管長 （１８９９－１９９４年）

は「教会の神聖な使命…… とは，すなわち，『キリストのも

とに来るようにすべての人を招〔く〕』ことです （教義と聖約

２０１５９）」と説明しました（「キリスト御許に来てキリストによ

って全 くなれ」『聖徒 の道』１９８８年 ６月号，８９。モロナイ・

１０：３２も参照）。この意味において，犠牲の律法は常に，

神の子らが主イエス・キリストのもとに来るための手段どな

ってきました。

では，わたしたちがキリストのもとに来るために犠牲は

どのように助けてくれるのでしょうか。救い主を受け入れ

るには，まず救い主を信じる信仰を持たなければなりませ

ん。 したがって，福音の第 １の原則は主イエス・キリスト

を信 じる信仰 なのです。このため，預言者ジョセブ・スミ

ス（１８０５－１８４４年）は信仰の原則 と犠牲の原則 との間にあ

る重要な関係について，次のように説明しました。 「あら

ゆるものを犠牲とすることを求めない宗教は，命と救いを

得るために必要な信仰を人々に持たせることができないと

わたしたちはここで理解しようではないか。……人は地上

のあらゆるものを犠牲にして，神の目に喜ばれることを行

っていると実感するのである。真理のためには自分の命 を

も差 し出す覚悟で自分が持てるすべてのものを犠牲にし，
みこころ

また神の御心を行うためにこの犠牲を払うように召 された

のだと神の前に信 じるならば，その人は神が自分の犠牲と

ささげ物を受け入れてくださり，神の顔を尋ねても決して

無駄にはならないのだと間違いなく理解するであろう。こ

のような状態にあってこそ人は永遠の命を得るのに必要な

信仰を得 られるのである。」（Ｌｅｃ加ｒθｓｏηＦａｆ亡ｈ〔１９８５年〕６９）

要約すると，わたしたちは神 の前に喜ばれることを行っ

ていると実感しなければならず，またこの知識が犠牲 と従

川頁を通してもたらされるのだと理解しなければなりません。

この方法によってキリストのもとに来る人は心に平安を告

げる確信を得 ます。そして，この確信は最終 的に永遠の

命を得させるのです。

犠牲が教えるもの

犠牲は自分 自身に関して何かをわたしたちに知 らせてく

れます。すなわち，従順によって何を主に進んでささげよ

うとしているかを知らせてくれるのです。

トルーマン・Ｇ・マドセン兄弟はビュー・Ｂ・ブラウン副管

長 （１８８３－１９７５年）とともにイスラエルを訪れたときのこと

を話 しています。ブラウン副管長は第二副管長，そしてそ

の後第一副管長を務めた主の使徒でした。父祖アブラハ

ムの墓が置かれているとの言い伝 えを持つ，ヘブロンとい

う名で知られている谷で，マドセン兄弟はブラウン副管長
る

に尋ねました。「アブラハム，イサク，ヤコブの祝福 とは何

でしょうか。」ブラウン副管長ぽ少し考えると，「子孫です」と

答えました。

マ ドセン兄弟 は次のように記しています。「わたしは半

ば話を遮るようにして，次のように聞いた。『では，アブラ

ハムはなぜモリヤの山へ登って，子孫を得る唯一の望みを

差し出すような命令を受けたのでしょうか。』

９０歳に近い〔ブラウン副管長は〕かつてその疑問につい

て考え，祈り，涙を流 していたことが明らかだった。やが

てこう語った。『アブラハムはアブラハムについて何かを知

る必要があったのですよ。』」（Ｔｈｅ研ｌｇｈθｓ亡ｆη～落〔１９７８年〕

４９）

では，犠牲の律法が人々をキリストのもとへ と導いたも

う一つの方法について考えてみましょう。古代 において，
よ け い

血を流す犠牲はキリストの命 と使命の予型と影の役割を果

たすことによって人々をキリストのもとへ と導きました。

アダムは祭壇にささげた犠牲が「御父の……独 り子の犠

牲のひながたである」と教えられました （モーセ５：７）。これ

は，御父の子 らが初めから，自分たちのささげ物である犠

牲 と神の小羊の犠牲 との問にある関係を理解していたこと

を教えています （教義と聖約１３８：１２－１３参照）。

モーセの律法の下で行われていた犠牲の律法の目的に

ついて，教義的に最 も明確にされた教えの幾つかをモルモ

ン書の中に見つけることができます。ニーファイはそれが

キリス トの犠牲の予型として行われたことを教えました（２
０
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麗キリス トに焦点が 絞 られ ている（ルカ２２：１９－２０；アル

マ３４：１３－１４参照 ）。

醐キリス トの 肉 と血 を表す象 徴 を用 いる （ルカ２２：１９－

２０；モーセ ５：６－７参照）。

鶴神 と聖約 を交 わ し，新 た にす る手段 を人 に提 供 す る

（レビ２２：２１；教義 と聖約 ２０：７７，７９参照 ）。

隅安 息 日や そのほか特 別 な場 合 に定期 的に執 り行 われ

る（レビ２３：１５；教 義 と聖約 ５９：９－１３参照）。
しよくざい

磯照罪を象徴的に表す食事 と関連を持っている（レビ７：

１６－１８；マタイ２６：２６）。

圃会員たちが自分 自身のために何度もあずかる救いの儀

式である。そのような救いの儀式はほかにない。

薗悔い改めの過程において大切な段階となる（レビ１９：

２２；３ニーファイ１８：１１；モーセ５：７－８参照）。

ジョセブ・Ｆ・スミス大管長は聖餐の 目的について次のよ

うに述べ ました。「〔聖餐の目的は〕わたしたちを永遠の死

から順い，福音の力 を通して再び命を与えてくださった神

の御子をいつも覚えることです。キリス トが地上に降臨さ

れる以前，……動物 の命 を犠牲 にす る別の儀式 〔血の犠

牲〕，すなわち時の中間に行われる大いなる犠牲の予型 と

しての儀式によって，これを思い起こしていたのです。」（

『歴代大管長の教え ジョセブ・Ｆ・スミス』１０２）

自身を犠牲としてささげる

キリス トは地上での使命を果たされた後に，犠牲の律法

を新しい段 階にまで引き上げられました。この律法がどの

ような方法で継続されるかを説明するために，イエスはこ
はんさい

一ファイ人の使徒たちに対 して
，もはや播祭を受け入れな

いことを告げられました。弟子たちに「打ち砕かれた心と

悔いる霊」をささげるように告げられたのです（３ニーファイ

９：１９－２０。教義と聖約５９：８，１２も参照）。主はわたした

ちに動物や穀物ではなく，神の御心に添わないものをすべ

て捨てることを望んでおられます。犠牲の律法に関して求

められるこの一段と高度の実施方法は，わたしたちの心に

焦点が当てられています。十二使徒定員会のニール・Ａ・

マックスウェル長老はこのように述べました。「個人の真の

犠牲として，祭壇に動物 をささげることはしません。代わ

りに，わたしたちの中の動物的な欲望を祭壇の上に置いて，

焼 き尽くすのです １」（「『神の御心に添わないものをすべて

拒みなさい』」『聖徒の道』１９９５年７月号，７３）
こんにち

わたしたちはどのようにして，象徴 的に，今 日の犠牲の

祭壇に 自分 自身を乗せ ることを主 に示すのでしょうか。

「心をつ くし，精神をつくし，思いをつ くして，主なるあな

たの神を愛せよ」（マタイ２２：３７）という第一の偉大な戒め

を守ることによって主に示します。利己的な欲望に打ち勝

ち，神を第一にして生活し，いかなる代価を支払っても神

に仕えると聖約するときに，わたしたちは犠牲の律法に従

っているのです。

第一の偉大な戒めを守っていることを確認する最良の方

法の一つは，第二の偉大な戒めを守ることです。主は自ら，

「わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者のひとりにした

のは，すなわち，わたしにしたのである」と教えられました
はらから

（マタイ２５：４０）。ベニヤミン王は「あなたがたが同胞のた

めに務めるのは， とりもなおさず，あなたがたの神のため

に務めるのである」と教えました（モーサヤ２：１７）。わたし

たちが主と隣人をどれほど愛しているかは，彼 らのために

何を進んで犠牲にするかによって測ることができます。犠

牲とは純粋な愛の表れなのです。

ある原則を教えるのに，それを応用する方法を例示する

ことによって最も高い効果 を上げられる場合があります。

わたし自身がよく知っている二つの例を紹介したいと思い

ます。もちろん，多 くの教会員はわたしと同じように，家

族が経験 した犠牲のすばらしい物語を分かち合うことがで

きると思います。
そ う そ ふ

わた しの曾祖 父ヘ ンリー・バ ラー ドはイングランドで教 会

に入 り，アメリカにやって来 ました。ユ タへ 向か う旅 の間，
そ うそ ぼ

大変な窮乏生活を強いられました。同様に，曾祖母のマ
ーガレット・マクニール・バラー ドも１１歳のときに大平原を

横断して，多 くの苦難を経験しました。何年か前にわたし

は家族と一緒 に開拓者の歩んだ道を旅行して，忠実な人

たちだったとはいえ曾祖父母はどのようにしてその旅を生

き抜いたのだろうか， また彼 らがどうしてあのようなすば

らしいことを生涯を通じてなしえたのだろうかと思いまし

た。彼 らは御二方に仕えるためなら何でも進んで差し出し
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ているうちに，神 と聖なる御子を知るようになったに違い

ないのです。ヘンリー・バラードは４０年に数か月足 りない

長い年月にわたってローガン第２ワードの監督を務めまし

た。献身的な妻のマーガレットは３０年間扶助協会の会長

を務めました。

ささげる犠牲の形態が異なるとはいえ，わたしたちは忠

実な先祖 と同じように王国に対して献身する必要がありま

す。今 日の教会の中で，多 くの模範 を通して，福音のた

めに犠牲を払うことがいまだに不可欠であること，また，

キリス トのもとに来るにはかつてと同じように今でも決意と

献身が求められることを理解することができます。一例を

挙げると，少し前に，わたしはボリビアのラパスで地区大

会を管理する割り当てを受けました。遠 くの小さな町や村

からやって来た会員たちがいました。その集会に出席する

ために払った大きな犠牲 と決意がうかがえました。神権指

導者訓練集会の前にわたしは集まって来る兄弟たちを歓迎

していました。ふと，一人の年配の兄弟を見ると，シャツ

の色が胸を境に上下違 うことに気づ きました。上が白で，

胸から下が茶褐色 に染まっていました。彼は同僚である３

人のメルキゼデク神権者 とともに長い時間旅をして会場に

やって来ました。道のりのほとんどは徒歩でした。川を二

つ渡って来ました。茶褐色の水が流れるその川に胸までつ

かって渡ったのでした。最後の２時間は，見知 らぬ人のト

ラックに乗せてもらい，荷台に立ったまま揺られて来まし

た。

彼 らの犠牲と犠牲に対する姿勢に触れたわたしは非常に
けんそん

謙遜になりました。これらの忠実な兄弟の一人はこう言い

ました。「バラー ド長老，あなたは主の使徒です。わたし

たちはあなたから教 えを受けるためなら，どんなことだっ

てしますよ。」

わたしたちはステークやワード，支部や地方部の指導者

会に出席するよう求められるときに同じような姿勢を持 っ

ているでしょうか。

犠牲のもたらす祝福

わたしたちは「天の恵みのいけにえ」（訳注 「犠牲は天

の恵みをもたらす」が直訳）と歌います （「たたえよ，主の召

したまいし」『賛美歌』１６番）。これは正しい原則です。個

人的な経験を紹介して説明したいと思います。

わたしは１９５８年にソルトレーク・シティー郊外の，ある

ワードの監督に召されました。当時，建物を建てる場合に，

地元の会員は費用の５０パーセントを負担することを求めら

れていました。建物を奉献する数週 間前，人生で指導者

として最：も大切な経験 をしました。わたしたちのワー ドは，

いつも収支のやり繰 りが大変な若い家族で構成されていま

した。しかし，建築費の地元負担金を納めるためにあと３

万 ドルの資金が必要でした。わたしは断食して祈り，この

義務についてワードの会員たちにどう説明したらよいか知

るために，御父に助けを願い求めました。もうすでに無理

を言っていたからでした。

兄弟たちが神権会に集まったとき，１９１９年 １月７日に実

の祖父であるメルビン・Ｊ・バラード長老が使徒に召 された

際に述べた証を読もうと思いつきました。１９１７年に，指針

となる前例のない状況で主の助けを願い求めた経験の一

部を引用しました。

「その晩，以後二度と忘れることのできないすばらしい

示現 と印象を受けたのです。わたしはこの場所，つまりこ
ら

の部屋に連れて来られ，皆さんとともにここにいる自分の

姿を見ました。さらにもう一つの特権が与えられると言わ

れ，ある部屋へ通され，だれかに会うことになっていると

告げられました。部屋に入ると，一段高い所に座っている

御方がおられました。それはこれまでに出会ったことのな

い栄光 に満 ちた御方でした。わたしは前の方へ導かれ，

その御方に紹介されました。近づ くと，その御方はにっこ

りと笑ってわたしの名前 を呼び，両手を差し伸べ られまし

た。その御方はわたしを両手で抱 き締め，ロづけをして，

わたしを祝福 してくださいました。全身喜びに震えながら，

わたしはその御方の足 もとに身を投げ出しました。そして
くぎ

釘の跡のあるその御方の足に口づけをし，深い喜びに満

たされ，まさしく天国にいるという気持ちを味わったので

す。そのとき次のような強い思いがわき起こってきました。
みまえ

…・・ふ さわしい生活 を送 り，主 の御前 に行 き， そのとぎ主

に会 って感 じた気持 ちを再 び味 わえるように，現在 ，そ し

て将 来 にわたってわたし自身 のすべ てをささげようと。」（メ

ルビン・Ｒ・バ ラー ド，Ｍｅｌｖｆｎ ノ：Ｂａｌｌａｒ♂ Ｃｒロｓａｄｅｒ 五）ｒ

Ｒｆｇ：玩ｅｏロｓｎｅｓｓ〔１９６６年〕６６）
み た ま

主の御霊がその日ワードの神権会に出席 していた忠実

な兄弟たちの心 を打ちました。皆 ，救い主，順い主であ

るイエス・キリストを信 じる信仰 を増し加えるならば 目標に

到達できると確信 しました。その日のうちに，次から次へ

と家族がわたしの事務所へやって来てお金を差し出し，わ

たしが監督としてこれまでに要請したよりもずっと多 くの
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確信が与えられています。「この地上で男女を問わず，人

の受ける苦痛の中には，その苦痛を従容 として受け入れ忍

耐 をもって対応するかぎり，相応の報いを伴わないものは

決して存在しないのです。」（Ｔｈｅ Ｔｅａｃｈｌｎｇｓ ｏｆＳｐｅηｃｅｒ

匹 Ｋｊ㎞わａ１Ｚエ ドワード・Ｌ・キンボール編〔１９８２年〕１６８）

救い主は，預言者ジョセブ・スミス （１８０５－１８４４年）がリ

バティーの監獄で苦 しんでいたときに，慰めと勧告を与え，

重荷によく耐えれば必ず有益な成果と祝福が得 られると説

明し，次のようにおっしゃいました。「これらのことはすべ

て，あなたに経験 を与 え，あなたの益 となるであろう。」

（教義と聖約 １２２：７）主はさらに続けてこう言われました。

「息子 よ，あなたの心に平安があるように。あなたの逆

境と苦難は，つかの間にすぎない。

その後，あなたがそれをよく堪え忍ぶならば，神はあな

たを高い所 に上げるであろう。あなたはすべての敵に打ち

勝つであろう。」（教義と聖約 １２１：７－８）

苦闘にどう対応するか，その方法は人によって様々です。

敗北感にあえぎ，担うように召された重荷のために打ちの

めされていると感じている人もいます。その問題の重さや

敗北感から，他人にその責任を転嫁し始める人も数多 くい

ます。そして，そのような人は主の勧告に従わなくなりま

す。人生の旅路において，苦闘に直面 したときに，安易

な道を求め，頭の中を疑念で満たしつつ失望 したり，時に

は絶望 したりすることは，人の生まれ持った性癖です。

ニール・Ａ・マックスウェル長老は，十二使徒補助であっ

たとき，問題に対する対応に差があることをはっきりと認

識 して，次のように説明しています。 「ある人々の信仰の

ろうそくを吹 き消す苦難の風 も，〔ほかの人たち〕には，信

仰の炎を燃え立たせるだけなのです。」（「なぜ引き延ばすの

か」『聖徒の道』１９７５年７月号，１８５）

わたしたちは，啓示された永遠の原則に従うならば，苦

闘の中から強さを得 ることができます。そして，生涯で，

重荷を担い，困難 な問題に対処 し，障害を克服するとき

には，祝福を受けることになるのです。もし必要な強さを

獲得したいと望んでいるのなら，救い主を知 り，救い主の

勧告に従うようになる必要があります。

一人一人のための救い主

救い主は，わたしたち一人一人を個人的に知っておられ，

わたしだちに何が必要かよく御存 じで，わたしたちが必要

とするときにはそばにいてくださるということを，折にふれ

て確認してくださっています。そしてこう教えておられま

す。 「わたしはあなたがたに言 う。わたしの目はあなたが

たのうえにある。わたしはあなたがたの中にいるが，あな

たがたはわたしを見ることができない。」（教義と聖約 ３８：７）

十二使徒定員会のダリン・Ｈ・オークス長老は，次のように

説明しています。「救い主はわたしたちの中におられます。
しもべ

時 には，個 人的に，多 くの場 合 ，その僕 たちを通 じて， そ
みたま

していつもその御霊によって，わたしたちの中におられる

のです。」（Ｔｈｅ五〇ｒ♂ｓＩ鞠ｙ〔１９９１年〕１４）

救い主は，過去のこと，現在のこと，そして将来のこと

をすべて御存 じです。ヤコブは次のように教えています。

「神はすべてのことを御存 じであり，神の御存 じでないこ

とはない。」（２ニーファイ９：２０）救い主は，わたしたちが求

めるはるか以前からわたしたちに何が必要なのか，御存 じ

なのです（３ニーファイ１３：８参照）。

救い主はまた，わたしたちが心に抱く思いや志をすべて

御存じであり，わたしたちの永遠の霊のその最も深いとこ

ろを見ておられるのです（アルマ１８：３２参照）。救い主はこ

う教えられました。「わたしはあなたがたの心にある事ども

を知っている。」（エゼキエル１１：５）

救い主はわたしたちが遭う誘惑も御存じです。救い主御
も

自身も，わたしたちが受けるよりもはるかに大 きな誘惑 を

お受けになったからです。聖文には，次のように書かれて

います。「独 り子 は数々の誘惑に遭われたが，それらを少

しも心に留められなかった。」（教義 と聖約２０：２２）主はわた

したちが誘惑 に遭うときにいつでも救 い出せるように，手

を差 し伸べ てお られます。パ ウロはこう書いています。

「主ご自身，誘惑を受けて苦 しまれたからこそ，誘惑の中

にある者たちを助けることができるのである。」（欽定訳ヘ

ブル２：１８から和訳）また，ペテロはこう宣言しています。

「主は，信心深い者を誘惑の中から救い出す方法を御存じ

なのである。」（欽定訳 ２ペテロ２：９から和訳）
ノ 救い主 は「人の弱 さを知

って」お られます （教義 と聖約

６２：１）。そうした弱さにもかかわらず，主はわたしたちを，

理解できないほどの深さで愛 してくださり，大いなる希望
けんそん

を与 えて くだ さっています。 「わたしは人 を謙遜にするため

に， 人に弱 さを与 える。 わた しの前 にへ りくだるす べての

者 に対 して， わた しの恵みは十分 である。 もし彼 らが わた

しの前 にへ りくだ り， わた しを信 じるならば， その とき，

わた しは彼 らの弱 さを強 さに変 えよ’。」（エ テル １２：２７）

わたしたちの思 いや志 ，あるいは…惑 や弱 さを御存 じで

あるだけでな く，救 い主 は， わたした §この世 の生 涯で

行 うこともす べ て御 存 じです 。救 い 主 は こっ言

た。 「見 よ，わた しの 目は彼 らのすべ ての行 いを見 て知 っ

ている。」（教 義 と聖約 １２１：２４。２ニーファイ２７：２７も参照 ）

「わた しは， あなたのわ ざと，あ なたの愛 と信 仰 と奉 仕 と

忍耐 とを知 っている。」（黙示 ２：１９）
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のみ，成功に至ることができるのです。

主の勧告に従う。大いなる強さは，主の勧告に従うこと

から与えられます。ヤコブは次のように言っています。「主

に助言しようとしないで，主の手か ら助言を受けるように

しなさい。」（モルモ ン書ヤコブ４：１０）また，アルマは次の

ように教えています。「あなたのすべての行いについて主

と相談しなさい。そうすれば，主はあなたのためになる指

示を与えてくださる。」（アルマ３７：３７）

主は，祈りに対する答えの中で勧告をお与えになります。

また，わたしたちが関心を持つことに対する答えを求めて

聖文を探求するときに，勧 告を下さいます。ニーファイは

次のように書き残 しています。「わたしは，キリス トの言葉

をよく味わうようにあなたがたに言った。見よ，キリストの

言葉はあなたがたがなすべ きことをすべて告げるからであ

るＱ」（２ニーファイ３２：３）
しもべ

主は，その選ばれた僕を通じて，勧告を下さいます（教

義と聖約 １：３８参照）。霊感あふれる勧告は愛する者から

来る場合 もあります。苦闘しているときには，いつも物事

がはっきり見えるわけでも，はっきりと考えられるわけでも

ありません。だからこそ，わたしたちは勧告に耳を傾ける

必要があるのです。

自分の受ける勧告に従うためには勇気が必要です。主とそ

の僕たちの助言，また愛する者の助言をないがしろにするな

ら，「必ず落ちて，公正な神の報復を自分に招 く」と（教義と

聖約 ３：４）主は警告されました。

主の約束につωτ深 く考える。聖文は，主の勧告に従

う者に対する力強い約束 に満ちています。わたしたちは，

このような力強い約束について深 く考え，主を信 じる信仰

と主に寄せる信頼を深めていく必要があります。主の約束

は確かだからです。

リムハイ王を通 じて，わたしたちは大いなる強さの約束

を頂いています。 「もしあなたがたが十分 に固い決意をも

って主に立ち返 り，主に頼 り，力のかぎり主に仕えるなら

ば， もしあなたがたがこのようにするならば，主は御 自分

の意のまま，思いのままに，奴隷の状態から救い出してく

ださるであろう。」 （モーサヤ７：３３）

救い主はほかにも驚くほど力強い約束を与えてくださり，

その約束によって，苦闘に挑むわたしたちは大いに強めら

れることになります。

「元気を出しなさい。恐れてはならない。主なるわたし

はあなたがたとともにおり，あなたがたの傍 らに立つから

である。」（教義と聖約 ６８：６）

「そして，あなたがたが謙遜かつ忠実であり，わたしの

名を呼ぶならば，見よ，わたしはあなたがたに勝利を与え

よう。 ・・

わたしはあなたがたに一つの約束を与える。あなたがた

はこの度に限って，束縛から解放されるであろう。」（教義

と聖約１０４：８２－８３）

主は，心の中に強さを得ることができるよう，ほかにも

力強い原則を啓示 してくださっています。そうした原則を

実生活に応用するならば，わたしたちは，力と心の平安と

いう祝福 を受けることができるでしょう。

自分の選択ｒこ対しτ黄 任を取る。自分の選択 とその結

果をそのまま受け入れ，その責任を引き受けることは，自

分を変えていく過程の中では，つらく，しか し避けること

のできない段階です。主はこう説明しておられます。「あ

なたは 自分の弱さを認めたので，強くされ……るであろ

う。」（エテル １２：３７。 教義と聖約 １３５：５も参照）偉大な計

画の中で，主がお定めになったのは，「すべての人がわたし

の与えた道徳的な選択の 自由に応 じて，……行動できるよ

うにして，各々が裁きの 日に自分 自身の罪に対する責任を

負うようにする」ことでした（教義と聖約 １０１：７８）。

噛 分の行動の結果を他人のせいにしたり，自分の置か

れている環境のせいにしたりしたら，わたしたちは決して

人を変える強さを獲得することはできません。中には，自

分の行動を正当化したり，言い逃れをしたりする性癖があ

る人が存在することは確かです。しかし，このような方法

は，罪悪感から解放され，人生において適切 な選択をし

なかったときの敗北感から一時的に逃れるために用いられ

る，偽 りのテクニックなのです。そのような方法 を取 って

も，わたしたちの人格が損 なわれ，悩みや問題が先送りさ

れるだけです。

借仰を培 う。信仰は，人生に必要な変化を生 じる力を

与えてくれます（２ニーファイ １：１０参照）。 もしわたしたち
いや

に十分な信仰がないのなら，自分の弱 さを変えることも癒

すこともできないのです （３ニーファイ １７：８参照）。わたし

たちの持つ弱 さは，十分な信仰なくして，強さに変わるこ

とは決 してありません。祈 りの答えを得るためには信仰が

必要なのです （教義と聖約 １０：４７参照）。モロナイは次の

ように教 えています。 「見よ，あなたがたに言 うが，何も

疑わないでキリストを信じる者には，キリストの名によって

御父に求めるものは何でも与えられるであろう。」（モルモン

９：２１）

自分に力がないと感 じているときであっても，主の力を

過小評価するようなことがあってはなりません。ニーファ

イは次のような言葉で，わたしたちに主の無限の力 思い

起こさせようとしています。「まことに，人の子ら 注 を信

じる信仰を働かせれば，主は彼らのために，御”・のままに
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何でもおできになります。そのことを忘れたのは，どうい

うわけですか。主に忠誠を尽 くそうではありませんか。」（１

ニーファイ７：１２）

神はまことに奇跡の神です （２ニーファイ２７：２３参照）。

モロナイは次のように警告 しています。「もしも人の子の中

にまったく信仰がなければ，神は人の子の中で何の奇跡も

行うことがおできにならない。」（エテル１２：１２）主は信仰に

関して次のように警告しておられます。「信仰がなければ

何 も行えないことを覚えておきなさい。」（教義と聖約 ８：１０

義にかな った望みをばぐくむ。変えたいという強い動機

は，心の望みから生じます。悔い改めようという深く神聖

な望みがなければ，変化は起 きません。アルマは，この力

強い原則を，次のような言葉で教えています。「神が彼ら

の望むままにされることを知っているからである。」（アルマ

２９：４）

決意を強める。決意がなければ，望みも弱まり，消えう

せていく傾向があります。決意をすることによって，わ 」

したちの望む適切 な変化を起こす強さ が与 Σ ま

す。この決意は，古代のニーファイのようなものでなけれ

ばなりません。ニーファイは，困難な任務が託されたとき，

必ず成功するというキリス トのような決意で，その要請に

こたえました。「わたしは行って，主が命じられたことを行

います。主が命じられることには，それを成し遂げられる

ように主によって道が備 えられており，それでなくては，

主は何の命令も人の子 らに下されないことを承知 している

からです。」（１ニーファイ３：７。１ニーファイ３：１５も参照）

断食し祈る。主はわたしたちに，「これか ら先，祈 りと断

食を続けなければならない」とお命じになりました（教義と

聖約 ８８：７６）。苦闘や霊的な福利について断食し祈るとき，

偉大な力が授けられます。

断食をするときには，ある目的をもって，祈 りをささげ

ながら，「神の栄光にひたす ら目を向けて」行う必要があり

ます（教義と聖約 ４：５）。自分の行動をきちんと律するよう

に努め，思いを清 くし，霊的な事柄について深く考えるよ

うにします。断食の間は，聖文を研究することにより，強

さを得ることもできます。また，解決策を求めて祈るとき
み た ま

には，御霊の促 しに耳を傾けるようにします。

わたしたちは，強さが得られるように，そして，自らの

行いの束縛から逃れられるように，祈 りの中で主に訴える

必要があります（アルマ ５８：１０；モルモン書ヤコブ ３：１参

照）。誘惑に対抗できる強さを求めて祈る必要があります。

主は「あなたは誘惑に陥って自分の報いを失うことのない

ように，常に祈 りなさい」と警告 と勧告を与えておられます

（教義と聖約３１：１２。教義と聖約６１：３９，１０：５６も参照）。

わたしたちは赦しを求めて祈 り，天の御父に対する愛 と感

謝とを伝えるために祈るべきです。

真心から悔い改め，祈 り，断食するなら，その結果とし

て，赦しが与えられます。そのときには，御霊の実を喜び

と感じることができます （教義 と聖約５９：１３参照）。わたし

たちは聖められ （ヒラマン３：３５参照），永遠の命を受け継

ぐ（オムナイ１：２６参照）ことができるのです。

断食や祈りによって，思いや感情，激情，欲望といった

ものを制御することができるようになります。こうしたもの

や 自分の肉体 を，霊の支配下に置 くことができるようにな

るのです。それに加 えて，霊性が深まり，強さや力，謙
あかし

遜さ，証が強まるのを実感できます。祈 りに対する答えを

得られるようになり，平安や慰めといった思いを享受する
はんりよ

ことができるようになります。また，御霊 を伴侶 とする祝

福にあずかります。 さらに，愛が深まるのを感 じます。邪

悪な感情は，わたしたちの心から取 り除かれます。誘惑に

対抗する力や弱さを克服する力がさらに強まります。不必

要な心配からは解放されます。信仰 も希望 も高まります。

疑いや失意の念は一掃されます。 ’

神権の祝福を、罧ω出 す。わたしたちは，苦闘している

ときに，神権の祝福 を求めることもできます。祝福が効果

を発揮するためには，謙遜で，教えを受け入れやすい状態

でいなければなりません。わたしたちは，祝福の中で宣言

されるがままに，自分の意志よりも主の意志を喜んで優先

させる必要があります。ここで受ける祝福は，主から頂く

勧告の偉大な供給源 となり得ます。心が啓発され，知識

や理解力が高められます。主は，祝福を授ける神権者の

宣言する言葉に関して，一つの力強い約束を与えてくださ

いました。「そして，何であろうと聖霊に感じて語ることは，

……主の心となり，主の思いとなり，主の言葉となり，主

の声となり，救いを得させる神の力 となる。」（教義 と聖約

６８：４）

わたしたちは，与 えられる勧 告に完全な信仰 を持ち，
かんぺき

完壁な信頼を寄せる必要があります。そして，その勧告に

従 う勇気 を持つ必要があります。わたしたちがそうするな

らば，苦闘を勝ち抜 くためにさらに大きな力が与えられる

でしょう。

祝福師 の祝裾につωτ深 く考える。わたしたちの受け

た祝福師の祝福は，苦闘のさなかにあって，力を増し加え

るためのもう一つの源です。エズラ・タフト・ベンソン大管

長は，救い主について次のように言いました。「イエスは，

敵がわたしたち……に対 してどのような策を用いてくるか

も，前もってすべて御存 じです。主はわたしたちの弱さも，

強さも御存 じです。祝福師の祝福を祈 りの気持ちで注意
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病院の待合室で，わた しはジャネッ

トに具合 はどうかと尋ねました。

「とてもいいわ」と彼女は言い，自分

に悪い ところは何 もない と再度主張 し

ました。

夫 とわた しは絶えず心の中で祈 り，

万事 うまくい くとい う信仰を持ち ・け

ようとしました。一方で，ジャネ ッ
いや みこころ

が癒 されることが主の御心にかなわな

いこともあ り得るとも理解 してい まし

た。その ような答 えの場合でも，それ

を受け入れるだけの勇気 と信仰 を持 て

るようにと祈 りました。

しば らくして，医師は娘 を診療室へ

呼び，診療を始めました。それか らと

て も驚 きながら，この ように言いまし

た。「申し訳あ りませ んが， ここで少

しお待 ちいただけ ますか。少々気 にな

ることがあるので，ほかの医師 と連絡

を取 らねばな りません。」

医師 は立 ち去 り，ほかの５人の小児

科医を連れて戻 って来 ました。わたし

は緊張のあまり震 えてい ましたが，娘

はうれ しそうな表情で落ち着いていま

した。医師たちが娘を診終わると，娘

の担当の小児科医はこのように言いま

した。「娘 さんは大丈夫です 。 どこも

悪 くあ りません。何が起 こったか知 り

ませんが，今は何 ともあ りません。 ど

うぞ安心 してお帰 りください。」

娘は現在 １４歳ですが，とて も健康 で
あかし

活発で，強い証 を持 っています。彼女

の模範のおかげで，わた し自身の証 も

強められまレた。天のお父様がわた し

たちの祈 りを聞き，こたえて くださっ

たことに感謝 しています。医師たちは

一連の出来事 に混乱 した ようですが
，

わたしたちは何が起 きたかを理解 して

お り，生活 において主の癒 しの祝福が

あることに感謝 してい ます。

マリベル ・エ レラ ・チャコーンはコ

スタ リカ ・ナランホ勉方部， サンカル

ロス支部の会買 です。

ボ ー ト部
饗ンベル ト ・瓢イ野イ ・カツイ

れでは，我が ミー ト部 はここ

「そ で終 わって まうのだろうか。
決 してそ うで１ りませ ん。これは伝

統なのです。」その上級生は１年生たち

を前に熱弁を振 るいました。

わた しはその１年生 の一人で した。

ボー ト競技 で何度 も優勝 していること

で有名なサ ンパ ウロ大学の医学部 に通

い始めていたのです。ボー ト部員たち

は新入部員の勧誘をす るため に教授に

時間をもらっていたので した。卒業 し

ていった部員の穴 を埋めて くれる新入

生を見つ けるためです。

熱烈な宣伝 の結果，わた したち新入

生のうち３０人が入部 してみようと思い

ました。だれ もボー トをこいだ経験が

あ りませんで した。コーチが何度 もわ

た したちに言っていたように，全員体

が まった く運動に慣れていませんでし

た。 コーチは軍隊 にいた ことがあ り，

わた したちの貧弱 な体 に対する嫌悪感

を隠そ うともしませ んで した。 また，

健康な体を維持す るための研究 をして

い る医学生が虚弱 な筋肉をしてい るこ

とについて，皮肉めいた冗談をよく言

いました。

トレーニ ングは過 酷で，週６日間，

朝５時か ら始 まりま した。 トレーニ ン

グ場へ行 くバス に乗 るためには，４時

１５分に 目覚 まし時計をセ ッ トしなけれ

ばな りませんでした。克己心のない者

たちは長 くは続かず，脱落 していきま

した。残 ったわた したちは， コーチが

先輩部員にかか りっきりになっている
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ことに気づ きました。その一方で，わ

た したち入部希望者は学校の周 りを走

るように命 じられ ました。

サ ンパ ウロ大学 の敷地 は広 大 なの

で，走行距離 はお よそ１０キロに及び，

わた したちの ような体力 の持 ち主には

多大 な努力 を要 しました。走 り終えた

ときにはすっか り疲労 こんぱいして し

まい，それを見たコーチは何 も言わず

にシャワー行 きを命 じました。

この 日課は数週聞にわたって続 きま

した。次第に，数人の頭の切れる者た

ちは，近道をすれば走 る時間を短縮で

きることに気づ きました。学校 の周囲
も

を完全に走るのではな く，コースか ら

外 れて林 を抜 けるのでした。当然 なが

ら，彼 らはわたしたちよりも早 くシャ

ワーに行 けることで自分たちを賢いと

思っていました。その近道に 「楽な帰

り道」 という呼び名 まで付けました。

じきに，コーチ は正式 に入部で きる

学生 たちの名前を挙げる準備が整った

と発表 しました。驚いたことに，楽 な

帰 り道 を走 っていた学生 は一人 も選 ば

れ ませんで した。 コーチが どうやって

そのことに気づいたのか，いまだにな

ぞです。

わた したちは，それぞれの人生の中

で レース を走 らなければな りません。

時折，コースが過酷 になることがあ り

ますが，わた したちの ことを熟知 して

いる コーチ がついて いて くだ さいま

す。主 はこの ように約束 されました。

「忠実であ って堪 え忍ぶ者 は，世 に打

ち勝つであろう。」（教義 と聖約６３：４７）

ある人々は規則 を破 ることによって有

利 になっているように思えますが，実

際には戒 めを守る努力 は必ず報われる

のです。

ボー ト部 にいた ころ を思い返す と，





り始め ました。真の悔 い改めをするに

は，生活を変えなければな らないこと

を承知 していました。

帰宅 したとき，わた しは別人になっ

た ような気持ちでいました。希望 を感
ゆる

じ始め，導 きと赦 しを求めて祈るよう

にな りました。真 の悔い改め は一晩で

終 わる ものではあ りません。赦されて

いるのだと感 じるまでに数か月がかか

りました。わたしはもう一度教会 に行

き始めようと決心 しました。最も難 し

か ったのは，教会 の玄関まで行 き，勇

気 を振 り絞 って中へ入 ることで した。

救 い主の順いの意味について考える

とき，圧倒 されるような思いにな りま

す。「ああ，わがため主は死にたもう，
く み わ ざ

奇 しき御業 １」 （「主 イエ ス’の愛 に」

「賛美歌』１０９番） 歯た，あのときに二

人の姉妹宣教 師が現れて，愛 と模範 を

示 して くれたことのすば らしさについ

て も考えます。わた しがつい に神殿に

参入 して自分 のエ ンダウメン トを受け

る際，二人の うちの一人が付 き添 って

くれた とき，喜びでいっぱいにな りま

した。

長年さまよった末，わたしはや っと

家 に帰 ることができたのです。

メ ービス ・グレース ・ジョーンズは

イギ リス ・ブリス みルス テーク， ブ リ

ス トル第１ワー ドの会頁 です。

「見つけました ！」
マ ドレン ・クルツ

た しと夫の ロバー トがフィリピ

わ ンで専任宣教師 として奉仕 して
いるとき，カガヤ ン ・デ ・オロ東ステ

ークセ ンターに家族歴史センターを設

置 し，訓練 を行 うた めに カガヤ ン ・

デ ・オロまで行 きま した。わた したち

はマ レーバ レー地方部の会員たちもそ

の集会 に招 きました。一部の地区には

フィリピン人以外の人が立ち入ること

が禁 じられていて，マ レーバ レーはそ

ういった地区の一つで した。１年近 く

もの間，マレーバ レー地方部 は家族歴

史センターを設置するための機材 を備

えていた ものの，それを設置するため

の訓練を受けられないでいま した。

わた したちはマ レーバ レー地方部の

部長であるレイアーン ドロ ・ミオール

に連絡 し，彼 とマ レーバ レーの聖徒 た

ちがセ ミナーのためにカガヤ ン ・デ ・

オロ東ステークセ ンターに来ることが

できるか尋ね ました。 山道 を車で２時

間以上走ることになるのですが， ミオ

ール部長は喜んで出席す ると答えまし

た。夫は ミオール部長に訓練セ ミナー

の 日時 と場所 を確認するための手紙 を

送 りました。

セ ミナーの 日，わた しが自分の担当

部分の訓練 を行 っていると，一人の男

性が部屋 に入って来て，夫と話 し始め

ました。男性はポケ ットから手紙 を取

り出し，夫 に読ませているようで した。

二人が深刻なことについて話 している

ことは明白でした。

訓練集会が終わった後，美はその男

性がマレーバ レー地方部の ミオール部

長であること，そ して部長 と地方部の

会員１０人が朝８時か らカガヤ ン ・デ ・

オロステークセ ンターで待っていたこ

とを教 えて くれました。 ミオール部長

が夫に見せ ていたのは，訓練集会の詳

細を知 らせ た手紙で した。 とて も恥ず

か しいことに，夫は場所 を記す際に東

ステークセンターとす るのを忘れてし

まったのです。 わた したちは忠実な聖

徒 たちが何時間も訓練 を待 ち続けてい ．

たことを申し訳 なく思い，カガヤン ・

デ ・オロステークセ ンターに行 って訓
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練集会 を行 うことを喜 んで引 き受けま

した。

わた したちが到着 した とき，聖徒た

ちは喜びました。祈 りと賛美歌で開会

してか ら，訓練 を始めました。

マイクロフィルム読取機の使 い方を

見せ始めた とき，わたしは機械 の中に

１本の フィルムが残 ってい ることに気

づ きました。そ こで，デモンス トレー

シ ョンのために持参 したフィルムは使

わずに，すでに機械の中にあったフィ

ルムを使用 しました。夫がつまみを回

してフィルムを進め，わた しが フィル

ムの どこに名前が記載されてい るか を

説明 していると，だれかが静かにすす

り泣 く声が聞こえました。顔 を上げる

と， ミオール部長が涙 を流 しているこ

とに気づ きま した。わた しはす ぐに，

何 か気分を害す るようなことを言って

しまったか尋ね ました。

彼 は涙 なが らにこのように答えまし

た。 「見つけ ました １」彼 はマイクロ

フィルム読取機のスクリーンに映った

名前 を指 さし，そこにある名前，つま

り自分の先祖の名前 を見つ けるために

３年以上 もの問探 し求め，祈って きた

ことを話 しました。そ して今，その先

祖の名前が，彼のいるはずのなかった

建物の中の，彼の見 るはずのなかった

マイクロフィルム読取機 に入っていた

のです。

その日，わた したちは 「小 さな，簡

単なことによって大いなることが成 し

遂げ られる」 ことを思い起 こしました

（アルマ３７：６）。ロ

マ ドレン ・クルツぱ ｒカナダ ・ク ア

ルバ ータ〃 フォー みマクラウ ドステー

ク， フォー トマク ラウ ド第２ワー ドの

会頁 です。
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ヒンクレー大管長の最近の活動
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オ八イオ州ハ イラムにある最近修復 されたジ ョン ・ジ ョンソンの家は ，預言 者ジ ョセフ ・ス ミ炎が

教義 と聖 約に記された １５の啓示 を受けた場所であ る。 １０月 ，ヒンク レー大管長 によ って奉献された 。

写真／ショーン・シュタール，『チャーチニューズ』（０わ師σｈ～θＷε）の厚意により掲載。

０１年 １０月 と １１月 ， ゴ ー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レー

２０大管長は様々な活動 に参加した。オハイオ
州ハイラムにある修復 されたジョン・ジョンソンの

家 を奉献 し，オハイオ州カー トランドの教会の史

跡を訪れた。また，ソルトレーク・シティーのテン

プルスクウェアにある二つの修繕 された訪問者セン

ターを奉献し，ユタ州シーダーシティーの１５０年記

念祭に参加 した。

カー トラ ン ド訪 問者 センター所長デ ビッ ド ・ブラウン（左）

と前カー トラン ドステーク会長テ ィモシー ・ヘ ッ ドリック

とともにジ ョンソンの家 を視察する ，ヒンク レー大管長夫

妻 （前）とヘイ ト長老夫妻 （後）。

写真／ショーン・シュタール，

『チャーチニューズ』（０わαｒｏ餌Ｖθ〃ｓ）の厚意により掲載。

オ八イオ州の史跡

ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長 は，オハイオ州

ハイラムにあるジョン・ジョンソンの家 を「この民の

歴史 における不朽 の しるしになる場 所」と呼び，

２００１年 １０月２８日に奉献 した。教会所有のジョン

ソン農場 にある史跡 ジョン・ジ ョンソンの家 は，

１８３０年代初めにジョセブ・スミスとエマ・スミスが

住んでいた当時の姿にできるだけ近くなるよう，最

近修復された。

農場 の近 くの教 会の集 会所 で行 われた奉献式

で，ヒンクレー大管長は，「〔この教会の〕歴史が書

かれ知 られるかぎり，ジョン・ジョンソンの家 は歴

史に名高い場所となるでしょう」と述べた。集会の

模様 はその地域の教会のほかのユニットにも放送

された。

預言者 ジョセブ・スミスは，１８３１年９月から約 １

年間，オハイオ州カー トランドから２５マイル（４０キ

ロ）離れた所にあるジョンソンの家に住んだ。 この

間ジョセブは，現在 教義 と聖約 に記されている，

１５の啓示を受けた。それらの啓示には，教義 と聖

約のはしがきとなった第１章 も含 まれている。１８３２

年 ２月，ジョンソンの家でジョセブ・スミスとシドニ

ー・リグドンは
，天の御父の右におられる神の御子

チ ャー チ ・ニ ュース
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ヒ ン ク レー 大 管 長 夫 妻 ，ヘ イ ト長 老 夫 妻 と と も に ，

オ 八 イ オ州 カー トラ ン ドの ニ ュ ー エ ル ・Ｋ ・ホ イ ッ トニ ー の 家 を訪 れ る 。

写真／シ ョー ン ・シュタール ，「チャーチニューズ』（０加 ｒｏわノＶθＷｓ）の厚意によ り掲載。
’
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ゴー ドン ・Ｂ ・ヒンクレー大管長 ， トーマス ・Ｓ ・モンソン第一副管長 ，ジェームズ ・Ｅ ・フ ァウス ト

第二副管長 とともに ，テンプル スクウ ェアの北訪 問者 センターでエル サレムの模型を見 る。展示品の

説明 を しているのは ，ダ リン ・Ｈ ・オークス長老 （中央）。左 はジェフ リー ・Ｒ ・ホラン ド長老。

写真／ゲリー・アバント，『チャーチニューズ』（０加ｒｃり～θｗε）の厚意により掲載。

の示現を見た。この示現 は，３種の栄光

に関する啓示された教義 と同様，教義

と聖約 第７６章 に記されている。 また，

ジョンソン家 に住 んでいる聞， ジョセ

ブ・スミスは聖書の翻訳の大部分 を完成

させた。

ヒンクレー大管長はこのように述べた。

「ここで現 され知 らされた神 の力は……

地上に広がりましたが，それはまだ始ま
み わ ざ

りにすぎません。御業は発展を続けるで

しょう。現在 １，１００万人〔の教会員〕がい

ることを考えると，将来，数え切れない

ほどの会貫数になることで しょう。」

教会歴史のこの時期は多 くのすばらし

い啓示が与えられた時であるが，それは

また，激しい迫害の時でもあった。１８３２

年 ３月の寒い夜，暴徒がジョセブとシド

ニーをベッドから引きず り出し，なぐり，

毒 を飲ませ ようとし，身体に熱いコール

タールをかけて羽を付 けた。ジョセブと

エマの幼い息子は，暴徒に襲われたとき

寒さにさらされ，５日後に亡 くなった。

ヒンクレー大管長は，次のような奉献

の祈 りをささげた。「ジョン・ジョンソン

の家を，天の御父 とわたしたちにとって

聖なる場所 として，天の御父が愛する
みすがた

御子 とともに御姿 を現 された場所 とし

て，また預言者が住み，聖書を翻訳 し，

御子の指 示の下 に多 くの啓示 を世に出

し，この上ない苦 しみを経験 した場所 と

して奉献し聖別いたします。

これか らもこの家が，遠 くあるいは近

くから来る人々にとって，天の御父が生

きておられ，語 られ，御子 もまた生きて

リアホナ／２００２年 ３月号

２

おられ，語 られたこと，この場所で天の

御父が語られた言葉を預言者が記録 し，

恵まれた現代に生きるわたしたちのため

に神聖に保ってきたことを思い起こす場

所 となりますようにお祈 りいたします。」

ジョンソン家の修復 は，１９８４年に教

会 によって歴史的なオハイオ州 カー トラ

ンドで開始された，４段階の修復計画の

第２段階である。 この年，エズラ・タフ

ト・ベンソン大管長 （１８９９－１９９４年）が，

修復されたニューエル・Ｋ・ホイットニー

の店を奉献 した。ジョンソン家で預言者

の塾が開かれ，ジョセブは教義 と聖約の

幾つかの章の啓示 を受けた。また，預

言者ジョセブ・スミスとその家族が住 ん

でいた聞，教会本部としても使われた。

修復計画の第３段 階は，２００２年春に

完了する。その中には，新 しい訪問者

センターの建設，ホイットニー家の修復，

ジョン・ジョンソンの宿屋の再建が含 ま

れる。訪問者センターは１８３０年代の代

表的な建物 となり，大 きなピクチャーウ

ィンドー（大 きな一枚板ガラス窓）からは
る

チャグリン川の眺めを一望できる。

そのプロジェクトの第４段階としては，

灰焼場 ，製材所 ，学校 などの レプリカ

が２００３年中に完成することになってい

る。それぞれの建物は１８３０年代のカー

トランド住民の 日常生活の特徴をよく表

している。

ジョン・ジョンソンの家 を奉献する前

に， ヒンクレー大管長はカー トランドを

訪れ，史跡を見て回った。マージョリー

夫人，十二使徒定員会のデビッド・Ｂ・

ヘイト長老，ルビー夫人が同行 した。

テンプルスクウェア訪問者センター

ヒンクレー大管長はオハイオ州カー ト

ランドを訪問した後 ソル トレーク・シティ

ーに戻 り，２００１年１０月３１日，テンプル

スクウェア内の二つの新 たに修繕された

訪問者センターを奉献 した。大管長は，

それぞれの訪問者センターがこのにぎや

か な街の中の平和 な島 となり，人々が
み た ま

御霊 を感 じて心打たれ，生活が変わる

ような所 となるように祈った。「・

ヒンクレー大管長とともに奉献式に出

席 したのは， トーマス・Ｓ・モ ンソン第一

副管長，ジェームズ・Ｅ・ファウス ト第二

欝
．
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膨



副管 長，。ボイ ド・Ｋ・パッカー十二使徒

定員会会長代理 ，十二使徒定員会会員

のダリン・Ｈ・オークス長老，ジョセブ・

Ｂ・ワースリン長老， ジェフリー・Ｒ・ホ

ランド長老である。ワースリン長老が司

会し，姉妹宣教 師の聖歌隊が「救い主の

愛 （ＯｕｒＳａｖｉｏｒ’ｓＬｏｖｅ）」（『賛美歌』〔英

文〕ｌｌ３番）を歌った。

奉献の祈 りをささげる前， ヒンクレー

大管長はテンプルスクウェアの訪問者セ

ンターの歴史 を手短 に説明した。 「１００

年前にはタバナクルで 日曜 日の集会 が

行われていました。教会員だけでなく教

会員ではない人 も集会に出席 し参加 し

ました。当時７人 しかいなかった七十人

第一定員会が……メーンストリートの東

側に土地を購入 し，訪問者を招待 して

教会のことを学べ るようなホールを建 て

るように提案しました。

その考えが採 り上げられ，１９０２年 に

あずまやのような小 さな建物が「サウス

ゲー トのそばに建てられました。訪問者

を収容するというよりは，ガイドを寒 さ

から守るためのような建物でした。」それ

がテンプルスクウェアの最初の訪問者セ

ンターとなった。

１９０４年 インフォー メーションビューロ

ーの建設が始まり，１９１０年に２階が増設

された。テンプルスクウェアの東南の角

にあったその建物は博物館 としても使用

された。１９７８年 ，そこに南訪問者セン

ターが建てられた。北訪問者センターは

１９６３年に完成した。

ヒンクレー大管 長 はこの ように述べ
こんにち

た。 「これ らの二つの建物 は今 日まで大

変役に立ってきましたが，テンプルスク

ウェアの訪問者センターとして美 しく生

まれ変わりました。」

奉献の祈 りの中で大管長は，訪問者

センターが 「全世界に開かれた 〔場所と
みこころ

なり，〕訪れ る人々が神の偉大 な御心 と

王 国について学び，感謝 し，理解でき

るように」と請い求めた。 また，感動 し

精神を鼓舞されるように，理解 と信仰が

増 し加えられ，「より多 くのことを学 び，

教会員 として改宗へ と導かれる道 を探

求 しようという」願いを持てるように，

と祈った。

シーダーシティー １５０年記念祭

ユタ州のシーダーシティーは，２００１年

１１月１０日，創立 １５０年記念祭のタベ を

祝 った。ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー大管長

がゲ ス トスピー カーとして招 か れた。

１８５１年 １１月１１日に始まった教会のユタ

州南部の製鉄所 について言及 し，大管

長 はこのように述べ た。「当時の小 さな

村落が，この１５０年の問存続 し，発展し

てきました。今 日，すば らしいコミュニ

ティーとなり，産業 ，教育 ，文化，芸

術の地 として発展 しています。 コールク

リークのそばに馬車を最初に止めた人々

の後継者である皆 さんは，先祖 にいつ

も感謝しなくてはなりません。」
ばんさん

記念祭の前に晩餐会があり，記念祭

の後に１５０年記念ダンスパーティーが開
ほろ

かれた。当 口の朝 ，記念幌馬車隊が北

方２０マイル （約 ３２キロ）のパロワンか ら

シーダーシティーへ向けて出発 した。最

初 の入植者たちが，後にシーダーシティ

ーとなった地域へ向かう前
，まずパロワ

ンに集合 したことにちなんだのである。

ヒンクレー大管長はスピーチの中で，

南へ向かって製鉄所を作るようにという

ブリガム・ヤングの呼 びかけにこたえた

人 々の歴史 を回顧 してこのように述べ

た。「製鉄所の話は，……犠牲の物語で

す。 また，勇気の物語 であ り，知識 に

は乏 しくとも大 きな信仰をもって歩んだ

人々の話です。それはシーダーシティー

の建設の物語です。……

……人々はソルトレーク盆地に着いた

ときに旅は終わったと思いました。しか

し，さらに南へ３００マイル 〔約 ４８２キロ〕

下って，見知 らぬ未開拓地へ行 くように

要請されました。それか ら７年間，人々

は採鉱 と鉱石 の製錬の設備 を完成 させ

ようとして身を粉 にして働きました。……

幾 ばくかの鉄を製造することはできまし

たが，手に入 る鉱石 と石炭，溶剤を利

用 して製鉄するすべ を身に付けるには至

りませんでした。……

とうとう１８５８年，ここに大きな入植地

ができたとき，製鉄所は閉鎖されました。

人々は非常に失望しました。 きっとブリ

ガム・ヤングほど深い失望を感 じた人は

ほかにいなかったことでしょう。 この入

植地だけでなく，その地域のほかの入植

地にも失望感は広が りました。
ざせ つ

挫 折感が広が る一方 で，すばらしい

出来事も起 こりました。大 きなコミュニ

ティーがここに建設されたのです。それ

は堅固で強い町でした。その力は多方

面に伸びていきました。道路や家が作ら

れ，教会が建てられました。そして，つ

いに，南ユタ大学 の建設が……始まり

ました。かつてここに茂っていた杉の木

にちなんで名付 けられたシーダーシティ

ーは
，合衆国のこの地方で力 強 く活力

にあふれたコミュニティーとなりました。」

□

ユタ州 シーダーシテ ィー で行 われた １５０年記 念祭において ，

話 をする前に起立 して歓迎 する観衆 にこたえる ヒンクレー大 管長。

写真／Ｒ・スコット・ロイド、『チャーチニューズ』（０加 ｒσ厨〉θｗｓ）の厚意により掲載。

チ ャー チ ・ニュー ス
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バンクス長老，ヤングアダルトに向けて語る

たしたちは自身の経験 を通 して，「わ
この世 において平安 を得 るため

に頼みとするところは一つしかなく，そ

れは救い主イエス ・キリス トであると知

ることができます。」七十人会長会のべ

ン・Ｂ・バンクス長老は，２００１年ｌｌ月４日

に行われた教会教育 システムのファイヤ

サイドで，そう述べた。

「どれほど大きな試練であっても， ど

れほど多 くの苦痛を受けても，主 はいつ

で も必要な平安 を与える力 をお持ちで
やみ

す。悪魔の影響力 によって闇に包 まれ

た世にあって，主の福 音は方角 を示す

か が り氷の ように掲 げ られ ています 。
こんにち

今 日，何百万 もの人々が答 えを探 して

います。彼 らは平安 を熱望 し，慰めが

与えられることを求め， 自分たちがはた

して安全 なのかどうかを知 りたいと思っ

ています。」

バンクス長老は，ブリガム・ヤング大

学マリオットセンターに集まった２万人

以上のヤングアダル トに，「平安を得るた

めの主の計画」に従 うように勧 めた。 こ

のほかにも北，中央，南アメリカで約 １３

万５，０００人が，衛星中継により，バ ンク

ス長老の話を生中継で聴いた。ファイヤ

サイドは２２か国語に通訳され，時間を

ずらしてヨーロッパ全土に放送され，さ

らに世界中のインスティテユー トの生徒

のためにビデオに収録 された。

バ ンクス長老 は話の中で，家族が危
ひん

機に瀕したときの経験について語った。

義理の娘は髄膜炎によって脳が重い感染

症に冒され回復期に入っていた。息子は

仕事上の事故で手の親指を失った。バ
ひ ふ がん

ンクス長老の妻は皮膚癌に冒されている

ことが分かった。

「わたしはそのとき事態が どのように

なるのか分か りませんでしたが，何が起

きようとも家族 とわたしは救い主から愛

されていることを知っていました。」

バンクズ長老 はまた，初期 の教会員

が受けた激 しい迫害や，最近の試練の

例 として，水泳中の事故によって四肢 ま

ひになった若い兄弟の経験 について話 し

た。

「わたしたちは皆，生活の中で試練 と
かんなん

銀難に出遭います。 したがって，わたし

たちは準備 を整え，霊的なものを蓄えて

おき，それをいつも持ち歩いて，必要な

ときにその蓄えから助けを得 られるよう

にすることが大切です。」

バ ンクス長老は若い人々に向けて， 自

分用の霊的なパ ラシュートを持つ必要が

あることについて話した。試練や困難に

直面したときに守 りとなるパラシュート，

混乱する世の中にあって平安をもたらし

てくれるパラシュー トのことである。

「大 きな苦境に陥った ときに傘が 開い

て守ってくれる霊 的なパラシュー トは多
き ょ う

くの要素から成っています。今 日，それ

らの要素の中から７つを採 り上げたいと

思います。」

預言者に従 う。「わたしたちは激動す

る世の中で，様々なチャレンジに囲まれ

た困難な時代に生きていることを知って

います。信頼できるところか ら常に霊的

な導きを受ける必要があります。」

清 くある。 「ポルノグラフィーの持つ

巧妙な影響力に生活を汚されたままにし

ていると，平安 を得 られません。助けを

求めてください。暗黒の霧か ら抜け出し

て，永遠の命に通 じる正 しい道に引 き返

してください。」

正 直 万ある。バ ンクス長老は，年齢

を重ねるとともに，完全な正直が教会員

の従 うべ き原則であることを強 く認識す

るようになってきたと語った。「正直とい

う特質をわたしたちの生活の根底 に据え

る必要があります。」

安意日を聖なる日とする。「安息 日を
きよ

聖 く過ごすことによって，霊 的な人にな

ることができます。世の誘惑を退けるこ

とは必ず しも易 しいことではありません

が，そうすることの中に平安と安全があ

るのです。」

聖文を読ん で深 く考え， しば しば祈

る。十二使徒定員会のヘンリー・Ｂ・アイ

リング長老の言葉を引用して，バンクス

長老はこう語った。「皆 さんが聖文につ

いて深く考え，神 と聖約を交 わした内容

を実践 し始めるなら，神に対する愛をい

ヒ商

教会教育 システムのフ ァイヤサイ ドでヤ ング

アダル トに向けて語 るベン ・Ｂ ・バン クス長老 。

写真／マイケル ・ブランディー，『チャーチニューズ」

（σりｕｒσ１７１＞θｗε）の厚意により掲載。

っそう深めることができ，また皆さんに

対す る神の愛 をいっそうよく感じられる

ことを約束いたします。そして，この愛

を念頭に置いてささげ られる皆さんの祈

りは，感謝 と願いとで心 を満た しつつ，
る

真心からささげ られることになります。」

（「祈 り」『リテホナ』２００２年 １月号，１８－１９）

入 々／こ仕える。 「奉仕を通して自分 自

身を人々のためにささげましょう。わた

したちは人 々の必要や苦難を見て見ぬ

ふ りをすることはできません。どのよう

な環境に置かれていても，人 々に奉 仕

する機会は必ずあ ります。」

戒 めを守る。バ ンクス長老は十二使

徒定員会のダリン・Ｈ・オークス長老の言

葉を引用してこう述べた。「平和獲得の

ための公式 〔は〕……主の戒めを守 〔るこ

とです。〕戦争や紛争 は罪悪がその根底

にあり，平和は義にかなった生活から生

まれます。」（「世界 の平和」『聖徒 の道』

１９９０年７月号，７８）

バ ンクス長老 は，全世界の会衆に向

かい，末 日聖徒イエス・キリス ト教会の

会員は，試練や苦難を免れることはでき

ない と語 った。一 方 で教 会 員 は毎 週
せいさん

聖餐 を受ける機会があるということもバ

ンクス長老は語 った。「わたしたちは進
み な

んで御子の御 名を受け，いつ も御子 を

覚え，戒めを守ることを永遠の御父に約

束します。 これに対 してわたしたちは，
み た ま

いつも御子の御霊を受けるという約束を

リアホナ／２００２年 ３月号
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り

与 えられます。新 しい１週 間を世の中で

生活 しようとする皆さんにとって，これ

以上の慰めが考えられるでしょうか。」

まとめとしてバ ンクス長老は，ふさわ

しい状態で聖餐にあずかることがきわめ

て重要であることを話 した。 「このよう

にして聖餐を受け，交わす聖約を守 る

ことによって，必要なときに取 り出せ る

力を蓄えているのです。そうすることに

よってまた，わたしたちはいっそう善良

な人へ と変わってい くのです。周 囲の

人々に道を示すかが り火として立つよう

になります。福音を忠実に守る人々に与

えられる静かな自信を実感するようにな

ります。人々からの質問や心配事に答え

る能力 に自信を持つようになります。助

け が 必 要 な と きに 人 々 は あ な た の も とに

来 る で し ょう。 そ し て ， わ た した ち は イ

エ ス ・キ リス トの 福 音 が 与 え る 平 安 を見

つ け られ る よ う彼 らを 助 け る こ とが で き

る ように な る の で す 。」□ 、、

サラ ・ジェーン ・ウィーバーの 厚意 によ り，『チャ

ーチニ ューズ 』（０加 ｒｏわ 八１θｗｓ）２００１年 １１

月 １０日付 けの記事 より掲載。

ともに悼む仏領ポリネシア市民

０１年 ９月１１日のテロリストによ

２０る攻撃の映像は，仏領ポリネシ
アの人々を含む世界中に衝撃を与 えた。

９月１４日午前 ８時，仏領ポリネシア市

民は政府の呼びかけにより，この悲劇に

見舞われた家族 との連帯感を示すため

に３分間の黙 とうをささげた。

また各宗教団体 もそれぞれの会員 た

ちに祈 とう会 に参加 するよう呼 びかけ

た。カトリック教徒，セブンスデー・アド

ベンテイスト派会員，コミュニティー・オ

ブ・クライス ト教 会の会員，プロテスタ

ント，ユ ダヤ教徒，末 日聖徒，そのほ

かの宗教 団体の会員が一 同に会 して悲

しみ，犠牲 者を追悼 して共通の祈 りが

ささげ られた。３，６００人以上が参列 した

この会では，世界が変わり， このような

悲劇が二度と繰 り返されることのないよ

う祈りがささげられたのである。

仏領ポリネシアの大統領のガストン・

フロッセおよびそのほかの政府官僚も祈

とう会 に参列 した。大統 領は冒頭で，

ジョージ・Ｗ ・ブッシュ合衆国大統領とア

メリカ人への連帯感と愛を公式に宣言し

た。「何千人 もの人 を襲 ったテロによる

野蛮な行為に，わたしたちは大 きな衝撃

を受 けていることを伝 えたい と思い ま

す。わたしたちは皆，憎悪 と暴力 を否

定 し，人命を最大限に尊重するという共

通の立場に立ち，ここに集っています。

……わたしはポリネシア人すべてを代表

し，友人であるアメリカ人と死を悼む家

族に対 して，わたしたちの深い悲しみを

お伝えします。アメリカには，このよう

な悲惨 な攻 撃に対 し適切に対処する力

があると確信 しています。神がアメリカ

と全人類 を祝福 してくださいます。」

その後様々な宗教 団体が，哀悼 の歌

を歌い，メッセージを伝えた。末 日聖徒

イエス・キリスト教会 はこの集会で，タ

ヒチ・パペ アリステークの青少年聖歌隊

が開会および閉会の賛美歌を歌うという

機会 に恵まれた。そして太平洋諸島地

域会長会第一副会長のアール・Ｍ・モン

ソン長老 は，最後 の話者を務めた。 ま

たタヒチ・パペーテ伝道部で，リディア

夫人とともに夫婦宣教師として働いてい

るマーリン・オルセン長老が 閉会の祈 り

をささげた。祈 りの後，現在 この地域で

働 くアメリカ人宣教師たちは壇上に来て，

アメリカ国歌を歌う会衆を指揮するよう

要請された。

最後にフロッセ大統領 とそのほかの政

府指導者 も壇上に上が り，アメリカ人宣

教師らと愛と支援 を象徴する握手を交わ
なら

した。指導者の模範に倣い，多くの参列

者も列に並び 同様に握手を交わした。□

ニュージーランドにおける，福音を分かち合う新しい取り組み

年以上前に出された簡潔な質問がき

１っかけとなって，ニュージーランド・
ハミル トン神殿訪問者センターでは，教

会員と宣教 師による奉仕の場が広がっ

た。昨年ニュージーランドでの神殿ツア

ーか ら帰った数人の教会員 から
，訪 問

者センターの宣教師が行 うファイヤサイ

ドやコンサートを，近隣のワー ドやステ

ークで実施することが可能かどうかとい

う質問が出たのである。

全国の教会員 を強め，訪問者センタ

ーを一度も訪れていないと思われる人々

に福音を紹介する目的で，第 １回 目のプ

ログラムが２０００年８月に行われた。それ

以来，教会員と求道者を対象 としたファ

イヤサイドとコンサー トは，ノースアイ

ランド東海岸 のワイマナのような田舎町

の地域でも，教会員が小 さな公共の建

物 を使用 して行 われている。 一方で，

ウェリントン， オークランド，ヘイステ

ィングズ地域の大規模なステークセンタ

ーでも開催 されている。

「各 ファイヤサイドの参加者は，２５人

程度の少人数から，１，７００人程 に至るま

で様々です」と訪 問者センターでディレ

クターを務めるレオ・Ｄ・レオナード長老

は言う。 訪問者 センター以外の場所 で

開催 されたプログラムに１万 ２，０００人が

参加 し，そのうち６，８００人がその後宣教

師に会うことを希望 している。

「ファイヤサイドやコンサー トを行 うこ

とで，訪問者セ ンターで働 く夫婦宣教

師が遠 隔地の地元指導者 を支援できる

ようにな りました。６か 月に１度ずつ，

宣教 師は各支部の会員記録を調べ，レ
せいさん

ッスンを行い，聖餐会で話をすることが

できます」と， レオナー ド長老 は言 う。

訪問者センターの夫婦宣教 師は１か月間

に近隣地域で２４回，話の責任の要請に

応 じた。

また同 じころ，訪問者センターの指導

者が，教会のメッセージをより多 くの人

に伝 える方法を模索 していたところ，ニ

ュージーランド公営ラジオ局の職員が，

訪問者センターの宣教師にラジオ番組を

制作する関心があるか尋ねてきた。直

ちに地域広報代表 と訪 問者 センターの

宣教師は，毎 週行 われているモルモン

チ ャー チ ・ニュー ス
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タバナクル合唱団の放送番組 に倣った

ラジオシリーズを企画した。

レオナード長老は次のように述べた。

「教会のパ ンフレットを手 に毎月数百人

の人々を訪問するのに加 え，ラジオ放送

によって１時間に大勢の人々にメッセー

ジ を伝 え られ る ように な りま した 。」□

『チャーチニューズ』（０わαｒσん １Ｖθｗｓ）の厚意 に

よ Ｄ，２００１年 １０月 ２７日付けの記事よ Ｄ掲載 。

ア７ガン難民へ冬物衣料が送られる

０１年 １１月 ， ウ ズ ベ キス タ ン， タ

２０ジキスタン，パキスタンにいるア
フガン難民への物資の供給の必要性が高

まる中，それを少 しでも緩和 しようと大

量の救援物資が船で輸送された。教会

の人道的救援機関が最初に行った対応

策は，難民キャンプに必要な毛布，新生

児キット，衛生キット，ビニールシート，水

袋 といった食料品以外の物資の提供であ

り，合わせて１７万２ρ００キログラムに上る。

これらに加え，厚手の冬物衣類やウール

毛布，約４万枚も送 られた。物資は貨物

船パキスタンのカラチまで輸送され，そこ

から各キャンプまで トラックで運ばれた。

今年人道的救援機関のディレクターで

あるゲリー・Ｒ・フレークは次のように語っ

ている。「これは大規模な人道的救援活

動，すなわち今年最大のものと言えます。

送られた物資の中には〔ほかの〕場所に送

られる予定だった厚手の冬物衣類のコン

テナ７つ分が含 まれています。すぐに物

資を送ろうと考えた理 由は，冬が来る前

に物資が届くようにしたかったからです。」

ほかの場所への物資は後 日送られる。

フレーク兄弟 はこのように述べてい

る。「これは教会が，必要のある所 なら

世界中どこでも，宗教や国籍に関係なく

人々へ援助の手を差 し伸べている姿です。

教会の会員や友人たちがこれを可 能に

しています。」

教会は，物 資が 難民 のもとに必ず届

くように４つの組織 と提携 している。そ

の組織 とは，カウンターパート・インター

ナショナル（ＣｏｕｎｔｅｒｐａｒｔＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ），

マ ー シ ー ・コ ー ・イ ン タ ー ナ シ ョナ ル

（Ｍ ｅｒｃｙ ＣｏｒｐｓＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ）， ノー ル ・

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・エ イ ド （Ｎ ｏｕｒ

ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＡｉｄ）， そ して プ ロ ジ ェ ク

ト・コ ンサ ー ン（ＰｒｏｊｅｃｔＣｏｎｃｅｒｎ）で あ る。

教 会 は 過 去 に もこれ らの 組 織 と協 力 し て

他 の 緊 急 時 に対 処 し た 経 験 が あ り， 彼

らの 働 きが 効 果 を 及 ぼ して い る と確 信 し

て い る ， とフ レー ク兄 弟 は 語 る。

彼 の 話 に よれ ば ，救 援 活 動 に 多 くの 制

限 が 設 け られ てお り， 唯 一 国 内 に入 る こ

とを 許 され て い る ア フガ ン ・レッ ド・ク レセ

ン ト・ソサ エ テ ィ（Ａｆｇａｎ Ｒｅｄ Ｃｒｅｓｃｅｎｔ

Ｓｏｃｉｅｔｙ）に よっ て ， 物 資 が ア フ ガ ニ ス タ

ン 以 外 の 地 域 の 難 民 へ 送 られ た 。 国 際

的 な組 織 が 現 在 で きる精 い っ ぱ い の こ と

を行 っ て い る ， とフ レー ク は 言 う。 □

『チ ャーチニューズ」（０わαｒｏわ １Ｖθレγε）の厚意に

よ り，２００１年 １１月 １０日付 けの記事より掲載。

多くの車いすが中央ア刈 力に寄付される

０１年 １０月，教会 は，車いす協

２０会創立者ケネス・ベアリングの協
力の下に，エルサルバ ドル，ホンジュラ

ス，ニカラグアで助けを必要 とする人々

のために１，５００台の車いすを寄付 した。

エルサルバ ドル大統領夫人ローデス・

マリヤ・ロ ドリゲス，ホンジュラス大統

領カルロス・ロベルト・フロレスと夫人の

メアリー・フレーク・デ ・フロレス，当時

ニカラグア大統領だったアロノル ド・ア

レミンと夫人のマラ・フェルナンダ・フロ

レス・デ・アレミンがそれぞれ，これらの

国々への寄付 を発表する式典に出席 し

た。地元の教会指導者 と人道 的救援機

関の代表者も式典 に出席 した。

各式典では数台の車いすの贈呈が行

われた。ニカラグアでは一 人の少女が

前 に進 み出て弟 を車いすに座 らせ た。

弟は生まれて以来ずっと姉であるこの少

女に抱かれていたのだった。エルサルバ

ドルでは若い男性が新 しい車いすによっ

て再 び学校 に行 くことがで きると話 し

た。 ホンジュラスでは，約５０年間人々

に奉仕 してきたカトリックの修道女が，

奉仕 を続けるうえで車いすがどのように

役立つかを話した。

車 いすの寄付への感謝に加えて，エ

ルサルバ ドル大統領夫人は，祖国が昨

年地震に見舞われた際の，教会の迅速

かつ効果 的な援 助について触 れた。ニ

カラグア大統領夫人は，近年 自国が干

ばつに見舞われた際の教会の援助 に対

教 会の人道的援 助機 関デ ィレクター ，ゲ リー ・Ｒ ・

フ レーク ，ケ ネス ・ベア リング氏 ，地域幹部七十人

ホセ ・Ｅ・ボザ長老 （車いすの後部 ）とエルサルバ ドル

大統領夫人 ローデス ・マ．リヤ ・ロ ドリゲスが ，少年

とその父親 に車 いすを贈呈 する。

写真／人道的救援機関の厚意により掲載 嶋
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する感謝の意を表 した。ホンジュラス大

統領は，次のように述べた。「教会はい

つも国民のために手を差し伸べてくださ

っています。自由に動 き回る特権のない

多くの人々の生活に祝福 をもたらすため

に，現在教 会はベアリング氏 と共 同で

働いて くださっています。この寄付は，

人々がより自立できるよう助けるものと

なるでしょう。」□

違いを生み出す会員
若い女性たち，２６０時間をささげる

昨
秋，ルーマニア ・ブカレスト伝 道

部のチシナー支部の若い女性たち

は，チシナー市営孤児院の乳幼児 を助

けるために献 身 した。彼 女たちは，人

道的救援宣教師であるローラ・マッキン
がん

タイヤ姉妹から教会が提供する教育玩
ぐ

具を使うための訓練を受けた。

若い女性 たちのおかげで，乳児たち

は愛ある手のぬ くもりを感 じ，静かな子

守歌 を聞けた。乳児 たちはゲームで遊

ぶことを覚えた。ある幼児たちは歩 くこ

とを学び，ほかの幼児 は最初の言葉 を

覚えた。それまで一度も笑顔を見せたこ

とのなかった男の子は，若い女性たちが

来る度に満面の笑みを浮かべた。

８週間以上 にわたり，合計２６０時間以

上奉仕 した後，数人の若い女性は学校

の時間割を変えて，少なくとも毎週１回

の午後は引き続き奉仕できるようにした。
サ

「チャーチニューズ』（０佃 ｒｏ解 Ｖθｗｓ）の厚意 に

よ り，２００１年 １０月２０日付けの記事よ り掲載 。

マーシ」・コー活動

り１こ数か月問，ニュー ヨーク市の救

」 援部隊は２００１年９月１１日の世界貿

易センターへの攻撃で残 された，ねじれ

た金属 片や残骸 を除去 している。地域

の指導者たちがその悲劇のもたらした苦

痛や心の傷 に対処するには，さらに多く

の時間を要するであろう。

心に傷 を負った家族や子どもたちに希

望，安心感，カウンセリングを与えるこ

とを目的とした非営利組織，マーシー・

コー・インターナショナル（Ｍｅｒｃｙ Ｃｏｒｐｓ

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ）は最近，被害者を助ける

ために教会と手を結んだ。ＬＤＳファミリ ’

一サービス課の教会職員のチームはニュ

ーヨーク市に数週間滞在 し，ニューヨー

クの子 どもたちが抱 く恐怖，怒 り，悲 し

みに対する効果的な対応を支援する「子

どもたちへの慰め」というマーシー・コー

のプログラムの立ち上げを手伝 った。

「子どもたちへの慰め」プログラムの 目

的は，９月 １１日の事件 の影響 を受 けた

子どもたちを支援すること，特に伝統に

基づいた援助方法を得 にくく， 自ら援助

を求めることに消極的な地域社会に住む

子どもたちの支援を目指 している。

教会 の職員たちは」様 々な地域の指

導者や支援者との情報交換会を計画 し，

開 くことに多 くの時間を費や した。地域

の指導者たちはカウンセリング技術 を学
いや

び，心の癒 しや忍耐を促進する教材 を

与 えられ，親 ’教師，そのほか子 ども

の支援者 となる人々を指導で きるように

訓練 された。集会 の中には，英語が第

一の言語ではない地域か らの代表者が

出席 している者もあった。その際，２か

国語を話す教会の職員が通訳 を行った。

教会員や専任 宣教 師は，子どもたち

の心 を癒す 品物 のセ ット５００個 を用意

し，マーシー・コーを支援 した。 これら

のセットには懐中電灯，画材，ぬいぐる

みなど，悩みを抱 える子どもたちが安心

した気持 ちを感じつつ，起こった出来事

に関する自分の気持ちを理解できるよう

に励ます物品が含 まれた。 また，セット

には親が子 どもを助 けるときの指針にな

るパンフレットも入れられた。

マーシー・コーのプロジェクトディレク

ターであるグリフェン・ジャックは，教会

員の参画と効果的な働 きに感謝の意を示

した。ジャック女史は次のように語った。

「奉仕に喜びを感 じている人々と，喜び

を感じているうえにチームワークを備え

ている人々の間には違いがあります。教

会員 と手 を取 り合 って働 くことにより，

教会のプログラムが どのように一貫 した

ものとなっているか分か りました。」

「チャーチニューズ』（Ｏｈαｒｏ々 ～θｗｓ）の厚意に

より，２００１年１０月２７日付けの記事より掲載。

４人の会員，仏領ポリネシア国会議員

に選任される

最
近，４人の教会員が仏領ポリネシ

ア国会議 員に選出 され た。現在

４９人の議員か ら成る国会で議員を務め

ているのは，マケモ ・ツアモツ地方部の

テマウリ・フォスター，タヒチ・ファース

テークのタリタ・シンジュ，タヒチ・パペ

アリステークのヒナノ・テトゥアヌイ，な

らびにタヒチ・パペーテステークのアル

セーヌ・ッアイラウである。□

「分かち合いの時間のためのアイデア」追加分 ２００２年３月

饒
以下は，初等協会の指導者 が

『リアホナ』２００２年３月号に掲載

の「分かち合いの時間」とともに使用でき

る「分かち合いの時間のためのアイデア」

追加分である。これらのアイデアに対応

するレッスン，指示，活動 は本号 「フレ

ンド」１４，１５ページ「かみのみや」を参照

する。

１． 教義と聖約８８：１１９には，神殿建

築の指針以上の意味が含 まれているこ

とを説明する。つまり家庭と個人の生活

を築 くうえでの青 写真 も含 まれてい る

（トーマス・Ｓ・モンソン「永遠の家庭を築

き上げる」『リアホナ』１９９９年 １０月号，

２－７参照）。子どもたちを二人一組，ま

たはグループに分け，より堅固な家庭 と

生活 を築 くうえでできることを見つけさ

せる。割 り当てを受 けた指導者か教師

に見つけたことを報告させる。以下の割

り当てを用意し，各グループに一つずつ

与える。

● 祈 り ヤコブの手紙 １；５－６を読

んで，話し合い，祈 りについて学ぶ。

● 断食 マダイ６：１６－１８を読んで，

チ ャー チ ・ニ ュー ス

７



話し合い，イエス・キリス トが断食につ

いて教えられた事柄 を見つける。

● 信仰 聖文の中で信仰を示 した

人の話をする（例一ヤレドの兄弟 エ

テル１：３参照 ；エステル エステル

１：７参 照 ；ダニ エ ル

照 ）。

ダニエル１章参

℃ 学び 信仰箇 条の一つの節を，

復唱する（暗唱が望ましい）。 どうして学

校や教会で勉強 し，学ぶことが大切か

話し合う。

● 秩序 信仰箇条 第４節を復唱 し

て，福音 の第一の原則 と儀式 の順番を

言 う。法律 をどれか選び，それを遵守

することが，なぜ地域社会を築く助けと

なるのか話 し合 う。 自分の家族の規則

を採 り上げ，どうしてそれが家族を築く

うえで助けとなるのか説明する。

全グループが報告 を終えたら，子ども

たち二人 ごとに紙１枚 と鉛筆 １本ずつを

配る。二人を紙と鉛筆 を挟んで向かい

合 って座 らせ １本 の鉛筆 を二人で持っ

て，家の絵 を描 かせる。何枚かの絵 を

展示す る。家 の絵 を二人一緒に描 く場

合は，互いに協調を図りながら作業を進

める方が容易 に描 けることを指摘す る。

両親 は家庭 を，祈 り，断食，信仰 ，学

び，秩序の家にしたいと望んでいること

を説 明す る。しかし両親だけでは家庭

を築 くことができない。両親 と子どもが

協力 して，そのような家庭を築 くことが

できる。このような原則 に添って生活す

るならば，神殿や家庭，そ して生活は，
あかし

秩序 と力の場所 となることを証する。家

庭や家族の歌か賛美歌を歌う。

２． ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長が

与えた「６つのＢ」（「若人への預言者の勧

告 と祈 り」『リアホナ』２００１年４月号 ，

３０－４１または『リアホナ』２００１年 ６月号，

フレンド，８－９参照）を基にした以下の

情報をそれぞれ，紙１枚ずつに書く。そ

れぞれの「Ｂ」には，ヒンクレー大管長の

話か らの引用文を含める。感謝する人

になりましょう 教義と聖約 ５９：７；知

性 を備えた人になりましょう 教 義と

聖約 ９３：３６；清 い人になりましょう一

詩篇 ２４：３－４；誠実な人になりましょう
けんそん

ア ル マ ５３：２０－２１；謙遜 な 人 に な り

ま し ょう ア ル マ ３２：１５－１６；よ く祈

る人にな りましょう マタイ６：６。子

どもたちを６人のグループに分け，各グ

ループに紙を１枚ずつ渡す。聖句を全員

で読み上げるか，割り当てられた「Ｂ」に

関する歌または賛美歌を歌うかを選ばせ

る。練 習する時間を与える。各グルー

プに川頁番で， 自分 たちの「Ｂ」が何 であ

るかを言い，歌か聖句を発表し，ヒンク

レー大管長の引用文 を読み，その勧 告

に従 うためにできる方法 を提案 させる。

ワー ド／支部の会員を招待 し，神殿 に

参入す るために必要 な標 準について話

してもらう。預言者の勧告に従うことで，

現在 どのような祝福を受 け，神殿へ参

入するうえでどのような備 えとなるか説

明してもらう。

年少の子ども向け活動 一一 各クラス

に「６つのＢ」のうち一つを選ばせる。そ

の原則 を言い当てている聖文の物語 か

日常生活での状況を話 し，そのクラスに

実演 させ る。例 １０人のらい病人の

うち１人だけが感謝をした；アビナダイ

は誠実な人だった；イエス降誕の時の羊

飼いは謙遜だった；宿題をする子どもは

知識を備える；悪い言葉が使われている

映画を見ない子どもは清い；食事の祈り
●

や個人・家族の祈 りをする子 どもはよく

祈りをしている。□

●ローカル ・ニ ュース

ソル トレーク・シティー ・オリンピックで認知度が高まる教会

トレー

ソク ・シテ
ィーでの冬季オリンピック開催

に伴い，各メディアを通 じて宣

教師や教会の活動が取り上げら

れる機会が多くなった。教会の

正式名称での表記もメディアへ

浸透しつつあり，宣教師たちや

各地の広報ディレクターも大い

に活躍する機会に恵まれた。石

川県小松市で宣教師として働く

東京北伝道部のマイケル ・シュ

ミ ット長老と同僚のジェイコ

ブ ・ジャペス長老は，「北陸中

日新聞」から取材を受け，英会

話クラスでソル トレークのビデ

オを上映することや，神殿のポ

ス トカー ドを配布していること

などがカラー記事として掲載さ

れた。これを機に，ユタ州出身

の宣教師たちが各地の地元メデ

ィアに紹介される機会も増え

た。小松ワー ドでは，この記事

を見て数人の人々が英会話へ出

席するようになったとの報告も

なされている。今回のソル トレ

ーク ・シティー ・オリンピック

の開催は，各種メディアを通じ

ての宣教師への認知度をさらに

高め，教会の広報活動の一翼を

担うものとなった。□

リアホナ／２００２年３月号

８

「北 陸中 日新聞』，

２００２年 ２月５日付 。

ソル トレーク出身 小松の竃教師
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●ローカル ・ニュース

日本語で読める教会公式ホームページ
ル トレー ク シ テ ィー ・オ

ソ リンピックの開催と共に
教会広報部へのメディアからの

取材は急増した。それと同時に

教会の公式ホームページからの

情報を利用するメディアからの

問い合わぜも増加の傾向にあ

る。現在，教会の公式ホームペ

ージは様々な言語へと翻訳が進

められ，日本語への翻訳も日々

更新されている。主にメディア

用資料として写真，音声，ビデ

オと共に各種１青報を得ることは

できるが，それらの情報は伝道

ページ右上の言語欄をクリックして日本語を選択する。

軸 謹毒 泰．。．，＿ 輌 ．廟 雫、、瞼１脳 隷 ．１ｒ

、漉 し轟 磁
．琿嘱 ．
，

や広報活動の資料としても大い

に役立つものである。

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｄｓ．ｏｒｇ／ｍｅｄｉａ／

ヘアクセスし，次にページ右上

の言語欄から日本語を選択する

と様々な情報を日本語で読むこ

とができる。□

彗鞭

即 二．陰晶 ．．・．コ鹿 口 鐸 ε鳶」．τ．．ｉ＝ぽ．．β二

・ 蓮緬 の ；；．占 ．二

」四 〇ゐ曾ｍ Ｔ叩 ３ 」辱純ｏｒｍｐ閉 呂
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ノヨ．趣溜陣嶺四

ブリガム・ヤング大学フットポールチームの元スター選手，安息日について語る

一ライ・八一リングはブリガム・ヤング大

イ学フットボールチームのスターだった。
八一リングは１９９５年の ドラフトで先行

指名されると見られていた。しか し彼は，

巨額の契約金が生じるナショナル ・フットボ

ール・リーグ （ＮＦＬ）の申し入れを断った。

理由は ？日曜日が主の聖日であり，それを

聖く保つことに決めたからである。

オークランド・レイダーズはわずかな望み

をかけて６番目に指名してみたが，八一 リ

ングはその申し出を当時もまた現在に至っ

ても受け入れていない。６年経 った現在，

八一リングはユタ州オレム市にあるマウン

テン ・ビュー高校の数学教師として働き，

結婚 して８年になる妻とともに４人の子ど

もを育てながら，教会と家庭で忙 しく責任

を果たしている。

●ハーリングはオレム市のインスティテユ

ー トで
，何年もかけて理解を深めてきたテ

ーマである安息日の重要性について以下の

ように話 した。

「救い主はパリサイ人にこう尋ねられまし

た。「あなたがたはキリス トをどう思うか』」

八一リングはこの聖句を用いてこう尋ねた。

「『わたしたちはキリス トをどう思う』でしょ

うか，また救い主はわたしたちをどう思って

いらっしゃるので しょうか……ニーファイ人

のもとを訪れられたとき，救い主は祝福を施

した子供たちについてどのような気持ちを

お持ちだったでしょうか？ わたしは主が彼

らをたいへん愛 しておられたと感じていま

す。そ して同様にわたしたちのことも愛 し

てくださっていることを確信しています。」

の

警
る

！竃し鑓 ｉ、瀞鑑 叢 ∴
家族 ，病気や貧困で苦しむ隣人に

向いている芯らば，心が神に向いている 辱：

ことのしる しになります。

八一リングは，最も驚嘆したこととして，

イエス ・キリス トが人類のためにひどい苦

痛を耐え忍ばれたことを挙げている。「なぜ

イエスはそうなさったのでしょうか？ わた

したちが御自分のもとに来ることを望んで

おられるからです。わた したちが永遠の命

と昇栄を得ることを望んでおられるからで

す。乙自分が経験された苦痛をわた したち

が味わうことのないように望んでおられる

からです。」八一 リングは，一人一人に自分

自身にとって救い主はどのような御方であ

るかを考えるよう勧める。

「イエスがわたしたちのためにしてくださ

ったことを知ったあとで，わた したちはキ

リス トをどう思うでしょうか？ 自分の人生

について考えてみましょう。どのように生

活 しているか考えてみま しょう。救ω主へ

の自分の思ωば主にどう伝わっτωるでし

ょうか ？……わたしたちが主イエス ・キリ

カ ー テ ィス ・ガ ー サ

ニューズネット配信の記事を基に構成

ス トに自身をゆだね，感謝 していることを

どのようにしたら示すことができるでしょ

うか？……ネルソン長老は，安息日の戒め

に従うことによってそれを示すことができ

ると言っています。」

●八一リングは，もし安息日に心が プロ ・

フットポ」ルや硬画鋸實に１句し｝τし１るな５

ば そののが主か｛５離れτし１ることを主に

示 すしるしになると言う。「一方で，もし安

息日’こ心が主や主の教え，家族，病気や貧

困で苦しむ隣人に向ωτωるなま５ぽ惚占１が神

に向ωτωることのしるしになりま跳 ……

わたしたちが安息日に行うことを主への専

心のしるしとして正直に考えるならば，安

息日の活動は適切なものになるという結果

にたどりつきました。」安息日のとらえ方は，

時々わたしたちが思う以上に重要なことが

ある。「安息日は本当にそれほど重要なので
じゅうぶん せいさん

しょうか。什分の一を納めた り，聖餐を取

ったりすることで主への愛を示すことにな

るのではないでしょうか。守るべき戒めは

たくさんあるのですから。」

しかし八一リングは，安息日を聖く保つ

ことは個人の霊性を維持 し主と交わした聖

約を尊ぶ上で重要なものとなると言う。「そ

れな単なる戒めでばなωのです。……単に

行 うだけのものではなく，主とその房との

間で示されるしるしなのです。」

●八一リングは現在，マウンテン ・ビュー

高校フットボール部の攻撃陣コーチとして

も活躍している。プロ ・フットボールの申

し出を断ったことを後悔 していないと言う

彼の言葉には，何のためらいもない。□

チ ャーチ ・ニ ュー ス
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して全 国に有名な行事である。転倒す

るもの，引き倒されるもの，太鼓の合図

とともに開門された参道を走 り，約２００

メー トル先の「一番福」という栄誉 を求

めて人々は群がる。「一番福」を獲得 した

人は，その１年間で最も福の多い人とな

れると言われているか らである。そんな

ひしめき合う群衆の中をするりと抜ける

ように走 る男性が いた。過 去に２度 も

「一番福」を獲得 した人物である。必死

の形相で走る人々を引 き離 し，余裕で

今年 も一番福 を獲得 した。全 国放送の

テレビのインタビューで仕事 を尋ねられ

た彼は「末 日聖徒イエス・キリスト教会で

ステーク宣教 師をやっています」と胸 を

はって答えた。それが名古屋西ステーク

ー宮ワー ドの吉田光一郎兄弟だった。

祝福されたアスリー ト

吉 田兄弟は１７歳のとき，１９９６年のイ

ンターハイ予選で１０秒 ９９の タイムを出

したが，本選に駒を進めることはできな

かった。 「知恵に不足 していたのでこの

タイムしか出せなかった」とそのときのこ

とを話す。「高校 のときには陸上の良い

指導者には恵 まれておらず，独学 で学

ばなければなりませんでした。 自分だけ

で研究 したので，これくらいのタイムし

か出なかったんです。」しかし，大 学に

進学 し，指導者に恵まれると急激にタイ

ムは短縮 された。「自己ベス トタイムは

『産経新 聞』 夕刊 ，

２００２年 １月 １０日付 。

福音か ら力 を受 しつた

「一番福 」の ランナー

弟兄
励郎巴訪光ば田

よ吉 名古屋西ステーク／一宮ワード

１０秒 ５６になりました。 陸上 をやってい

る人なら分か りますが，このようにタイ

ムを急激 に短縮す るのは普通 は無理な

んです。」正 しい指導 を受けたときに，

人は本来の可能性を引き出されることを

身をもって証明したのであった。

しかし，まだまだ壁は厚かった。その

年の大阪府 国体選考会決勝では２位 と

なった。１位はアジア記録保持者の朝原

宣治選手。実力の差を見せつけられた

と言 うが，大阪 国体の４×１００ｍリレー

では，その朝原選手にバ トンを渡しチー

ムメイトとして活躍 した。当時競い合っ

ていた走者たちの多 くはその後 オリンピ

ックへ出場することになる。

「最近，走 っていてもあまり疲れない」

と吉 田兄弟は言 う。知恵の言葉を守っ

ている人は，競技者としてのピークは普

通の人よりも遅 く来るような気 がする，

と自分の体 調を管理 して きた経験か ら

話す。吉田兄弟 の競技や 自己管理 に対

する意識は強い。練 習 日記に書 き込ま

れた反省点などから， 自分の体力的な

データも把握している。

吉 田兄弟は１９９８年 ４月に競技 中の事
じんたい

故で靭帯を損傷 している。 「父親がすぐ

に大阪に来て，祝福 してくれました。」神

権による祝福 を受け，主 に頼 った吉 田

兄弟は急 速で奇跡 的な快復 を見せた。

そして，何 と１０月に行 われた日本選手

権では自己ベストとなる１０秒 ４２という

タイムを出してしまったのである。

戒めが支える霊のコンディション

陸上競技 と同じように吉 田兄弟が関心

を持ったのが西宮神社の開門神事だった。

１９９８年の開門神事で「一番福」を獲得 し

た吉田兄弟ではあったが ，翌年の開門

神事 には参加を辞退した。理由は「安息

日だったか ら」である。幼いころか ら安

息 日を守ることを大切に感 じていた吉田

兄弟 にとって，それは自然なことであっ

た。その後，２回の開門神事に参加 し，
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ともに「一番福」の栄冠を受けている。

安息 日を守 ることに対して吉 田兄弟は

「自分は両親の模範やレールの上に乗っ

ているだけです」と答える。「学校に両親

が来て，安息 日に部活などに参加で き

ないことを話 してくれたので，それ以来

安息 日を守っています。ただそれだけで

す。安息 日を守ることで，クリスチャン

として信頼 され ることはあ りましたが，

差別されることはありませんでした」と話

す。 また吉 田兄弟の家族 では，祈 るこ

とも重要なイベントの一つだ。仕事で家

族 の祈 りの時間に戻ることのできない場

合 ，家族か ら吉 田兄弟の携帯電話に連

、絡が入ってくる。そして，電話 口で一緒

に祈 りに参加するのだという。小さいこ

リアホナ／２００２年３月号

１０



左側は日本の陸上界の工一ス朝原宣治選手。

右側でバ トンを渡 しているのが吉田兄弟。

写真／朝日新聞社提供

とだが，普段か らの吉 田兄弟の霊的な

コンディションを支 えるうえでは欠かす

ことのできないものである。「コンディシ

ョン作 りを甘く見ている人は意外に多い

んですよ」と彼は語る。

郵ずしも速く走る者が

勝利奄収めるのではない

独学で陸上競技を学んだ経験から，

睡眠時間，体温の上昇，暖める筋肉の

箇所など，詳細にわたって研究を積ん

でいる吉田兄弟は，同じように霊的なコ
あかし

ンディション作 りについて も明確 な証 を

持っている。「最高 タイムは関係 ないん

です。どんなに速く走 った経験がある人

でも，コンディション作りが悪ければ勝

つことはできませ ん。試合のときにピー

クが合 うよう導 くのは日々の節制です。

実は，練習量を抑 えることがコンディシ

ョン作 りには大切 です。試合 の前 に練

習 したいという欲求 を抑えるのは難 しい

ことなんです。」試合 の前になると不安

になって練習量が多 くなったり，練習へ

の欲求 を抑えられず コンディション作 り

に失敗した りする選手が多いという。そ

のような意味で，休 むことがとても重要

になるとも語る。競技する者にとって休

むことは不安につながるが，吉田兄弟は

鷹調議澱朧

狸
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難
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『
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ることは３分の２です。ですから，いか

に練習以外にも大切なものがあるか分か

ると思います。わたしが大胆 に安息 日を

休めるのは，過去のデータがすべてを表

しているか らです」と分析する。そして

安息 日には，体に休息 と栄養 を与 える

のと同様，霊 にも栄養 を注 ぎ込む。吉

田兄弟にとって，自分がつけてきた過去

のデータが競技者としての よりどころに

なっているのと同じく，聖典 に記 されて

いることは人生を走 り抜 くうえでのよりど

ころとなっている。「競技者 の中でも過

去の記録をつけていない人は大胆 に休む

ことがで きません。だから，休むことに

噸
ました。それは安息 日に教会に行 くため，

ソフトボールの練 習は休 むという約束で

した。しかしそれでもわたしはレギュラ

ーに選ばれることを知っていました。中

学生になっても安息 日には陸上の部活の

練習には参加 しませんでした。 しかし神

様の恵みはあふれていました。わたしは

小学生のころから今 日に至るまで，レギ

ュラーというレギュラーから，安息 日に

教会へ行っているために漏れたことは一

度もありません。安息 日を守ることから

来る祝福への確固たる証がプライマリー

の時代から築き上げられてきました。」

戒めを守るかぎり祝福される

吉田兄弟は，若い男性・女性，またお
せんえつ

子 さんを持つ御両親に「借越ながら」証を

伝 えたいという。「安息 日に部活を休む

ことによって，神様の力を得 ることがで

きます。また部活の仲間が 日曜 日の練

習で 肉体 を鍛 えている問，安息 日に教

会に集 う競技者は，最 も大切 な霊 を鍛

えているのです。そして月曜 日，皆が

日曜 日の練習で疲 れている中，霊の栄

養 を蓄えた人は， フレッシュな肉体で ユ

週間のトレーニングを行 うことができる

のです。」

この春から専任宣教 師として働 く準備

をしている吉田兄弟は力 強 く証す る。

「伝道 に出ることは神様 より与えられた

わたしの競技の能力をも高めてくれると
み

確信 しています。伝道に携わるとき，御
たま

霊に満たされたときの集中力，自分の力

以上の力の働きを感じます。 しかし祝福

はいつも信仰が試された後 に訪れます。



わたしは，戒めを守るかぎり，シオンの

民がこれからもとこしえに祝福 されるこ

と， どんな苦境 にあっても守 られること

を確信 しています。」 そして，「一番福を

頂いて，福男になったからには，福を人

に与える責任を神様から与えられたのだ

と思っています」とも語 る。“福音を携え

た福男 ”は今，伝道 に出るための霊のコ

ンディション作 りに余念がない。□

購

安息 日とクラブ活 動 は両 立できます ～より高いレベルを目撫 ～
よ な み ね ま さし

与那嶺 真史長老／日本東京北伝道部専任宣教師 那覇ステーク／小禄ワー ド出身

〃

蕊

、
繕

インター八イ優勝チーム

でプレーするまで

ンターハイで優勝し
［イ
た ときの試 合 は 日

曜 日ではありませんで し

た」 東京北伝道部で

齢 鴇１蘇 讐
カー部に所属 していた学

生時代のこと語 り始めた。小学校２年生

からサッカーを始め，宣教師として召さ

れる前の大学 １年生までサ ッカーを続け

た。サッカーに没頭 した学生時代 を通 じ，

安息 日を守ることは与那嶺長老にとって

とても重要なことであった。

「小 学生のときは自分ではっきり決め

ることができなかったので，親の言うと

おりにしていました。安息 日を守ること

は家族の中での決まり事だったので，そ

れに従うのは特別なことではありません

で した。ただし，安息 日に教 会へ 出席

することについては，両親は絶対に譲歩

する態度は見せませんで した。」小学校

のときは周 りの友人も与那嶺長老が教会

へ集っていることを知っていたので，安

息 日を守ることは比較的楽であった。

しか し，中学校のサッカー部 に入 り，

副＼ ！

：へ 濫 護

二ｌｌ藁

講

糠

環境 は少 し変わった。「中学校 では先輩

後輩の上下 関係が厳 しかったので，１

年生のときには先輩から， 日曜 日に練習

に参加するようにきつ く言 われました。

そんなとき，『わたしは日曜 日には練習に

来ません』と答 えるのはつ らいことでし

た。」幸いにも，小学校からの先輩もいた

ので助けてもらうことができたが，「先生

から言われるよりも，先輩か ら言われる

のが きつかった」と振 り返る。それでも，

「小学校のとき大丈夫だったので， 中学

校で も大丈夫という信 仰はありました。

また，安息 日を守 らないと良い気持 ちを

感 じないことは小 さいころから知ってい

ましたから。」

高校に入学 し，サッカー部に所属しな

が ら安息 日を守 ることはさらに難 しくな

った。 「高校では先生 も先輩 も厳 しく，

毎週毎週聞かれました。教会とサッカー

のどちらが大切か選ぶようにと言われま

した。それに対 して，毎週毎週，安息

日に練習することを断 り続けました。」時

には，「与那嶺 は教会 員だから日曜 日は

練習に来 られませんよ」と中学か らの同

級生が代弁してくれて助けられたことも

あった。

「最初 はレギュラーではなかったので

さほど強く言われることはありませんで

したが，主要なメンバーになるにつれ，

きつ く言 われ始めました。 チームには

１００人ぐらいが所属 していて５軍 ぐらい

までありました。１年生のときには５軍に

いましたが，２年生 の終わりに１軍にな

ったときに，「日曜 日に練習していないの

に選ばれている』と後 ろに控える選手か

ら批判を浴 びることもあ りました。 日曜

日も練習していなが ら１軍に入れないメ

ンバーはたくさんいたからです。」日曜 日

に練習 をしない与 那嶺 長老 が試合 に出

ていることに対する風 当たりは強かった

が，やがて「日曜 日に練 習しなくてもほ

かのメンバーと同 じようにプレーできる

ということが周 りにも分かってきたので，

次第に強 く言われることはなくなってき

た」という。

那覇西高校がインターハイと日本選手

権で優 勝していたことで，大学では１年

生からレギュラーに抜擢 された。 「大学

はそんなに強いチームではなかったので

すが， 日曜 日の練習 に参加することは

強要されました。また，歓迎会でお酒を

飲むことも強 く勧められました。『そんな

ことでは通用 しな い』とも言われ ました。

しかし，戒めを守ることで十分 に通用し

ました」と与那嶺長老は笑う。安息 日を

守るために，レギュラーであっても土曜

日の試合にしか出場 しなかったが，それ

でも与那嶺長老は満足 している。

良い習慣の力

「安息 日の戒めは小 さいときか ら守 り

続けることが大切です。小学校 ，中学校

と守ってこられなくて，突然，大人にな

ってから守ろうと思 っても難 しいと思い

ます。また，親の影響力 というのは非常

に強く，大切だと思います。わたしは親

が きちんとやっていたので言うことを聞

けました。親が守っていなければ，また

家族が守っていなければ従う価値を見 い
嶋



高校サ ッカー界で 「那覇西高校」といえば有名である。最後列右から５人目のゼッケン１９番が与那嶺長老。

彼の右隣と左隣に立つかつてのチームメイ トは，近々プロとしてＪリーグ入りを果たす。

だせなかったと思いま震 」与那嶺長老の

安 息 日に対する価値観 は幼いころか ら

良い両親の下で形成されたのである。

「わたしの両親は子ども一人一人に合っ

た教え方をしてくれました。わたしに対し

ては小学校のときに安息 日の大切さを強

く言い，その後は自分で選択するように

任せ ました。ほかの子どもたちには繰 り

返し言われた子もいれば，何 も言われな

かった子 もいます。わたしにとって早い

時期 にはっきりと指針を示 されたことは

幸 いでした。両親ば子育ての中で一人一

人の子どもたちを導 く方法について啓示

を受けていたのだと思います。 自分で選

択 したことは，信仰を養 ううえで，また

伝道へ出る決心 を強めるうえでとても役

に立ちました」と改めて両親に感謝する。

「セミナリーについても，学んでいる

ときにはその価値が分か りませんで した

が，セミナリーを修了して，そのすばら

しさを知ることができました。高校 では

６時からサッカーの朝練，授業は７時３０

分から始まり，授業が終わってから再び

サッカーの練習をします。そんな日課で

も，セミナリーの先生がよく助けて くれ

たので，出席できないときにも宿題を出

してもらうなど，うまく調 整しなが らセ

ミナリーを学んでいました。 日曜 日に練

習に参加 しないうえにセ ミナリーまであ

って， どうして １軍でプレーで きるのか

不思議 に思う人 たちもいます。 しかし，

わたしは安 息 日に教会へ集いつつ， ク

ラブ活動で取 り組む目標が達成できると

はっきり分かりました。」それは青少年の

あかし

時期に感 じ取 った確固た る証だった。

雷い訳を捨てる人になる

「宣教 師として働いていて，求道者 ，

特 に青少年のご両親 と話す機会があ り

ました。クラブ活動に参加することにも，

安息 日を守れないことにも，みんな必ず

それなりの理 由があることでしょう。そ

のような中で，自分の持っている言い訳

を捨てた人はしっか りと守ることができ

ます。 言い訳 を捨 てた人は他 の戒めも

守 り始 め，しっかりと進むことがで きま

す。それができない人は，いつまでも同

じ状態にとどまって進むことができませ

ん。言い訳を探そうとしたら幾 らでも探

すことができます。」しかし，今でこそ宣

教 師として力 強 く証す る与那嶺長老 だ

が，「大学 １年のときには地元の教会員や

宣教師に随分 と助けられました」と言う。

伝道期 聞中，多 くの機会を捕らえ戒めの

もたらす祝福について証するのは，かつ

ての自分と同様のチャレンジに直面して

いる人々への応援歌なのである。

与那嶺長老は昨年末，３人の 中国人

の求道者 を教会へ と導 いた。彼 らはバ

プテスマの面接のとき，「その日は，バプ

テスマ会 までには教会 に行けるけれども，

その前の安息 日の集会には出席できな

い」と答えた。彼 らが初めて見つけた仕

事の面接がその日だったのである。しか

し与那嶺長老 は，安息 日に教会へ集う

大切 さを知っていたので，「安息 口を守

れないならばバプテスマを施すことはで

きません」と伝えて譲らなかった。

チ ャー チ ・ニ ュース
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彼 らは熟 考 し，

結局は面接の予定

をキャンセル して

集会へ集 うことを

選んだ。３人はその仕事の機

会を失ったが，あのとき自分が もしも，

戒めを守ることに対 して引 き下がってい

たならば，彼 らは安息 日の大切さを学ば

なかったか もしれない，と与那嶺長老は １

振 り返る。宣教師には，単にバプテスマ

を施すよりも大切 なことがある， とも語

る。

レベ ル

誘惑は同じ，それなら高い目標を

「突 然変 わ るの は難 しい ことです 。

様々な機 会を通 じて安息 日の大切 さを

学んでいく必要があります。特に，青少

年は小 さいときか らその大切さを知るこ

とが必要 です。習慣 は大切です。安，自、

日を守れる環境を選ぶことによって， 自

分の目標 を曲げる人もいるかもしれませ

ん。クラブ活動が安息、日にあるのであき

らめる人 もいるでしょう。しか し， 自分

は，そのような環境の中に身を投じても，

安息 日を守ろうと思っていました。時々，

『日本では部活と教会 を両立させ ること

は難しい』と言う人 もい らっしゃいます。

しか し，そんなことは決 してありません。

自分はやり通すことができましたし，ほ

かの青少年にもできると思います。もっ

とたくさんの青少年が，安息 日を守って

いても部活で も成功 できるということを

証明し，それをたくさんの教会員 にも理

解してもらいたいと思います。」

また与 那嶺 長老 は，可能性が あるな

らば競技レベルの高い場所ヘチャレンジ

すべ きだという。「どこへ行 っても同じ誘

惑があります。 レベルを落としたチーム

へ行けば，その中では優秀な選手 とし

て，安息 日に練習や試合へ参加するこ

とをます ます 強要 されるか もしれませ

ん。ですから，受ける誘惑は同じです。

それならば， 高い 目標 を 目指すべ きで

す。」与那嶺 長老 は自らの体験 を通 し，

夢をあきらめないことを勧め，安息 日は

じめ主の戒めを守ることは，人生 におい

て表面的な成功 ではなく真の意味で成
き ょう

功するための大切な条件だと，今 日も

求道者に証し続けている。□



弘樹兄弟は幼稚園か ら剣 道を始め現

在 に至っている。幼いうちは安息 日を守

ることはそれほど困難ではなか ったが，

「小学校３年生 くらいから盛 んに先生方

から安息 日に行 われる試合 に出るように

と言われました」と話す。剣道少年にと

って，頑張ってきたことを認めてもらえ

る剣道の級位の認定試験 も通常 日曜 日

に行われているので，それ も受けること

はなかった。「最初は安息 日に行われる

試合に出た くて しかたなかったのです

が，小学校５年生になってからは， 自分

の意志で安 息 日を守 るようにな りまし

た。」両親から安息 日には教会へ行 くよ

うに教えられていたので，弘樹兄弟はそ

れに従って生活 してきた。

高学年になって剣道も上達するにつれ，

周 りから試合に出るようにとの誘いや期

待も大きくなっていった。剣道は団体競

技のため，長年続けてきた弘樹兄弟には

特に期待がかかってきた。それでも家族

全員で安息 日は教会へ行くことを選んだ。

あるとき，安息 日に弘樹兄 弟以外全

員が参加 した試合 があった。 そして，

次の練習月には参加者全員が表彰 を受

けたのである。「息子もまだ小学生ゆえ，

友達が先生から褒められ，景品をもらっ

て喜ぶ姿を見せつけられて恨め しく思わ

ないはずがあ りません。わたし自身も，

弘樹 兄弟は，それでも安息 日を忠実に

守 りとおし，十分喜びをもって７年 聞通

った剣道 クラブを卒業 した。５年生のと

きには土曜 日に月１回家族で神殿に行き

なが らも，そのときの土曜 日の練習が金

曜 日に変更になることもあり，年 間１００

回くらいある練習 日に皆勤賞を受 けるこ

とができた。

周 りの友達が どんどん級位を取得 して

いく中，弘樹兄弟は無級のまま６年生に

なった。実力があっても級位がないこと

は少 し寂 しいことで もあった， しか し，

そんな弘樹兄弟にもチャンスが訪れた。

昇級試験の 日程が土曜 日に組まれたの

である。通常は級は順に昇級 していくが，

弘樹兄弟は小学生としては最：上級になる

一級に挑戦した
。そ して見事に合格 し，

今 まで一度も手にすることがなかった賞

状を受け取 ったのである。熱望 していた

賞 を，「安息 日を守 りながらもらうことが

できた」と嬉 しく回想する。

「神様には何もできないことはない」

幾多のつらい思いはあったが，今では

安息 日に練習や試合に出ないことは定

着し，弘樹兄弟自身の意思で選択して

いる。中学校の剣道部へは，日曜日に

は参加できないことを顧問の先生に自分

自身で話したうえで入部した。７年間の

リアホナ／２００２年３月号

１４

経験 もあ り，初心者 と比べ れば当然技

術的にも優 り，上級生 と練習試合をやっ

ても引けをとらないことも度々あったの

で，試合へ出たいという欲求も強くなっ

ていた。 しか し弘樹 兄弟 は胸 の奥 に，

「神様 には何もで きないことはない」とい

う信仰を持 ち，試合 に出場できるように

祈 り始めていた。

「奇跡は祈 りを通して起 きるものです」

と晶子姉妹 は話す。驚 いたことに，２年

生 になってか らの公式試合のすべてが

平 日に予 定 されたので ある。県大会 ，

全 国大会 を含 めてすべての試合がであ

る。それは弘樹 兄弟の願 いが聞 き届け

られた瞬間であった。

晶子姉妹は続けて話す。「試合のスケ

ジュール表 をわたしに見せてくれた息子

の喜びようは大変なものでした。なにし

ろ昨年 まで試合 はすべて 日曜 日だった
ロ

からです。先輩の応援にも行けませんで

したから。］それは谷口家族にとっては

奇跡という言葉で表現する以外にな

かった。安息 日を守ることを９年 間

禦あ鵬 惚鵬 犠 賛

烈 曇１響 野 後にかな
の祈 りではあ りません

で した。信仰 による

試しには忍耐が要求

され ます」（晶子姉

妹）ということを家

族全 員で学んだ と

いう。弘樹兄弟 に

は「生涯の宝」とな ・

る経験であった。

証と祈りの

積み重ね

谷 口家族 には

安息 日の教えを

守ることに加え

て，もうひとっ

の伝統がある。

弘樹兄弟が８歳

・躍

欝 ｉ，

　

１融 罐鰻…饗
輩 鵬轟

聯



でバプテスマを受けた時から足かけ６
あかしかい

年，断食証会で家族全員で証をするこ

とを毎月続けているのである。父親の正

剛兄弟 はその伝統 を始めた契機 につい

て話す。それは子 どもの質問から始まっ

た。「なぜ教会か ら離れる人がいるの」

と長女の千恵姉妹に尋ね られた。その

時正剛兄弟は「人は証を失うと教会へ来

るのが楽しくなくなって くる。そうす る

と教会へ来る価値がないと考 えるように

なる。だから証を失った人は教会から離

れてしまう」と答 えた。「どうしたら証が

強められるの」と再び問われた。「今持 っ

ている証を人々の前ですればいい。証は

証をすることによって強め られるし，持

っているのに証をしなければ証 は消 えて

しまう。証に上手も下手．もないので，信

じている気持ちを伝 えればいい。」そのよ

うな会話がヒントとなり，家族全員で証

をする習慣がスタートした。それは月に

１度のことだが，継続することによって，

子 どもたちの小さな証は強い証へ と成長

していった。子ども自身が証をすること

谷口家族……●谷口正剛兄弟 （お父さん）／●晶子姉妹 （お

母さん）／●干恵さん （中３）／●弘樹君 （中２）／●陽子さん

（小３）一 お父さんも若いころは剣道をやっていた。 １９８１

年に開かれた伝道８０周年記念の全国モルモン剣道大会では

団体の部で優勝 している。「わが家は

霊的スパルタ教育です」 と言 うお

父さんに，家族は爆笑 していた。

スパルタとはほど遠い温厚なお

父さんらしい，また，長女の千

恵さんは中学の生徒会で副会長

を務めていたとき，毎年

日曜日に開かれる運

動会を土曜日にする

． よう呼びかけた
いと語って

いたとか。、

費

欝

騨 覧

醐肱

姦欝

」騨

繕轡 喚

翫 、、

確

亟

によって証が強まってい くのがはっきり

と分かった。「親として子 どもをどのよう

に光 と真理の 中へ導 くか試行錯誤 しな

がらやってきた」と話す正剛兄弟 は，家

族の祈 りについても紹介 してくれた。「我

が家では家族で手をつないで輪 になって

祈 ります。代表の人が祈るとき，その祈

りを皆が反復 して声 を出して祈 ります。

ノ 毎蠣 「」

＼ ／

１ 雛

とえそれ が， 一般

的に健全 な活動 と

言 われるものであ

っても， 安息 日を

破 るものであるならばやめる

べ きだと思 っています。だか ら１，剣道の

試合 に出たいとい う欲求 を満たすより

も，安 息 日に教会 へ集 うことの方が ，

麹
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ボ 衷

ワβ 禦睦

ほんとにささやかな時 間ですが，家族が

全員一つ となれる平和なひとときです。

それまでは，祈っている人以外は．うわの

そらになることがありましたが，皆で反

復 して声を出して祈るようになってから，

さぼる人がいなくなりました」と笑う。

「大切なものを見出しは じめた」

子どもたち

家族を導 くために様々な提案 をし，

普段 は温厚な正剛兄弟だが，安息 日

についての厳格な態度を崩すことは

ない。 「安息 日の活動 については，

選択の自由という言葉を引用して『子

どもの考えを聞いてから』という人もい

るかも知れ ませんが，我が家では安息

日に活動をすることは受け入れていませ

ん。選択の 自由とは，正しいことを選択

する自由が神様から与えられているとわ

たしたちは理解 しています。間違ったこ

とをする選択の自由ではないと教えてい

ます。安 息 日を守れない活動 をす るの

であれば，その活動はやめるべ きで，た

勉

．ｒ ・

繊

／ 〆

々

繍
灘、灘

：甥

亀 福 蟹 蝋 ’

、「卯彫 ｒ ．、 渉 后

比較にならないほど価値があると思いま

す」と話す。

晶子姉 妹は「子 どもにとって最 も大切

な場所は家庭 です。一時的にかわいそ

うに思えるようなことがあっても，親が

信念をもって教え，道を示 してあげる必

要があり，そうすることにょり永遠の家

族への道が開けると思います」と話す。

現在，弘樹兄弟は剣道部のキャプテン

を務めている。周 りの部員は既に昇段 し

ているものもいる。段位を持っていない

キャプテンだが，「段 がなくても有段者に

勝 ったらもっとかっこいい」と明るく話す。

今で も先生 を含め多 くの父兄から「な

ぜ 試合 に出さないのか」と度 々聞かれる

ことがあるという。しか し，それらの言

葉ももう気 になることはない。信仰を養

う長年の積み重ねの影響 で，「安息 日の

試合以上に大切なものを見出しはじめた」
いしずえ

からだという。安息 日を信仰の礎として

きた谷口家族と弘樹兄弟が証するように

「犠牲 と思われることも，裏返せば永遠

の命へとつながる投資」なのである。□

庫

， 審 ．

寓 、

● この 記事 のこ感 想は ，ｇｏｌｄｅｎ＿ｐｏｔ＠ｊｐ．ｂｉｇｐｌａｎｅｔ．ｃｏｍ 谷 口家 族ま で。
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Ｊ Ｍ Ｔ Ｃ ／ お 知 ら せ

２００２年 １月（２６６期生）１０人 ・海 外 ２人 ●上から氏各任地（伝道地】出身ユニット

あ だ ち ともなり

足 立 智 成
名古屋伝道部
岡山ステーク

松江ワー ド

ジョングヒョンジイン

鄭 賢 珍
仙台伝道部
韓国・マサンステーク
マサンワー ド

いわ い ま い こ

岩 井 麻 衣 子
東京北伝道部
福岡ステーク

福岡ワー ド

とが み あ や の

戸 上 綾 乃
福岡伝道部
大阪北ステーク
豊中ワー ド

す み や あ い こ まつやま え り か

角 屋 愛 子 松 山 絵 里 香

力リフォルニア州 オーストラリア・
サンフランシスコ伝道部 ブリスベーン伝道部

熊本 ステー ク 熊本ステー ク

長嶺ワー ド 熊本 ワー ド

ズ紳 蜥鰯興朔認繍｝嚇》藤 幽翫 仰 ”騨彫 “ｗ器ボ

こ じ ま え な

グレンヴ ラバドロ 児 島 恵 奈
名古屋伝道部 札幌伝道部
フィリピン・ 東京西ステーク
ディゴスステーク 八王子第２ワード
マリタ支部

江 骨 『擢 可””呼

なかやま の りこ

中 山 典 子
広島伝道部
札幌ステーク
白石ワー ド

やま ぐち ゆ きえ

山 口 幸 恵
東京北伝道部
福岡ステーク
井尻ワー ド

＊ ，

さいとう あい

斎 藤 愛
東京南伝道部
郡山地方部
会津若松支部

やまさき あ き こ

山 崎 安 希 子
仙台伝道部
神戸ステーク
西宮ワー ド

奉献された教会堂

１静岡ステーク袋井支部
穿住 所 〒４３７－００６４

！ 静岡県袋井市川井

； 字北裏 １１６－２

；電 話 ０５３８－４２－４９８０

萎竣工日 ２００１年 １０月２５日

；鹸 面積 ４０７．・９平方メートル
擦 延 床 面 積 ４０３

．６８平方メー トル

１ 敷 地 面 積 １９８３．４ｇ平方メー トル
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リアホナ／２００２年３月号

１６

役員の異動
２００１年１月１０日か ら２００２年２月１３日まで

に管理本部会員統計記録課 に通知のあ

った役員の異動 （敬称略）

●岡山ステーク松江 ワー ド
なかたに のりまさ

監督 ：中谷 典正

●山口地方部下関支部
ひ らた こ う じ

支部長 ：平田 浩二

●横浜南ステーク保土 ヶ谷 ワー ド
み や き いちろう

監督 ：宮木 一郎

●仙台ステーク長町ワー ド
お お ば くにひろ

監督 ：大庭 一廣

●東京南ステーク東京第三ワー ド

監督 ：Ｍｃｉｎｔｙｒｅ，Ｗｉｌｌｉａｍ

●仙台ステーク山形ワー ド
さ とう ゆ う き

監督 ：佐藤 祐輝

●東京南ステーク東京第ニワー ド

監督 ：Ｓｅｌｌｅｒｓ，ＲｉｃｈａｒｄＫ

●東京東ステーク小岩ワー ド
やました ひろし

監督 ：山下 博

ロー
◎あなたや友人の経験，また地域のニ

ュースなど，全国の読者 に紹介したい

有意義な情報をお寄せください。

◎お願い 海外 に召 される日本人宣

教師を紹介いたします。氏名〔フリガナ〕，

所属ステーク／地方部，ワー ド／支部，

ＭＴＣ入所月，伝道部名を明記の うえ，

編集室に写真を添 えてお知らせ ください。

デジタルカメラでお撮 りになった画像デ

ータ（ＪＰＥＧ）を添付 しての電子 メール入

稿（下記アドレスあて）も歓迎いたします。

◎あて先 ：〒１０６－００４７東京都港区南麻

布５－１０－３０ 末日聖徒イエス・キリスト

教会 『リアホナ』編集室

ＴＥＬＯ３（３４４０）２６６６ ＦＡＸ．０３（３４４０）３２７５

電子メール Ｌｉａｈｏｎａ－ｌｐ＠Ｉｄｓｃｈｕｒｃｈ．ｏｒｇ

◎国際機関誌『リアホナ』のお届け，

その他商品に関するお問い合せは

教会配送センター

ＴＥＬ．０３（５６６８）３３９１ ＦＡＸ．０３（５６６８）３３９２

（山
０っ山
Ｚ
く
ユ
く
３
く
山
圧く
エ
ト
匡
Ｏ
Ｚ
く
一の
く


	表紙
	目次
	読者からの声
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　聖き御霊との交わり　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ・E・ﾌｧｳｽﾄ
	生ける預言者の言葉
	犠牲の律法　M・ﾗｯｾﾙ・ﾊﾞﾗｰﾄﾞ
	兄を赦す
	すぐりの木　ﾋｭｰ・B・ﾌﾞﾗｳﾝ
	家庭訪問ﾒｯｾｰｼﾞ　聖文の研究をとおしてｲｴｽ・ｷﾘｽﾄにﾀｲする証を増す
	列車に乗り続ける
	苦闘の中から生まれる強さ
	末日聖徒の声
	イエス・キリストへの信仰
	次の一歩を踏み出す
	ﾁｬｰﾁﾆｭｰｽ



